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米
国
の
著
名
な
物
理
学
者
リ

チ
ャ
ー
ド
・
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
氏

（
１
９
１
８
〜
８
８
年
）
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
メ
ダ
ル
や
原
爆
に
つ
い

て
書
か
れ
た
手
書
き
メ
モ
な
ど

が
11
月
30
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
あ
る
競
売
大
手
サ
ザ
ビ
ー
ズ

で
競
売
に
か
け
ら
れ
た
。
落
札

者
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

メ
ダ
ル
は
９
７
万
５
０
０
０

ド
ル
（
約
１
・
１
億
円
）
で
、

広
島
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
後

に
書
か
れ
た
メ
モ
（
４
枚
７
ペ

ー
ジ
、
１
９
４
５
年
）
は
３
万

ド
ル
（
約
３
３
０
万
円
）
で
落

札
さ
れ
た
。
メ
モ
は
講
演
の
た

め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、「
我
々

が
秘
密
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
ほ

か
の
人
々
の
原
爆
開
発
に
支
障

は
き
た
さ
な
い
。
彼
ら
も
す
ぐ

に
で
も
、
我
々
が
広
島
に
し
た

こ
と
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
オ

ハ
イ
オ
州
コ
ロ
ン
バ
ス
で
も
、

数
百
の
都
市
で
も
で
き
る
よ
う

に
な
る
。」
と
書
か
れ
、
核
拡
散

に
対
す
る
強
い
危
機
感
を
表
明

し
て
い
る
。

フ
ァ
イ
ン
マ
ン
氏
は
ナ
チ
ス

ド
イ
ツ
の
戦
争
を
や
め
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
原
爆
開
発
に

協
力
し
た
。
メ
モ
で
は
、「
我
々

科
学
者
は
と
て
も
頭
が
良
い
。

良
す
ぎ
る
の
だ
。
ま
だ
満
足
し

な
い
の
か
？

爆
弾
１
個
で
４
平

方
マ
イ
ル
（
の
破
壊
力
）
で

も
？

ど
れ
く
ら
い
大
き
い
も
の

を
望
ん
で
い
い
る
の
か
教
え
て

く
れ
！
」
と
開
発
当
時
の
こ
と

に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
こ
れ
ま
で
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
書
物
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
原
爆

投
下
の
惨
状
を
知
っ
た
後
は
核

拡
散
と
核
戦
争
へ
の
懸
念
を
強

く
し
た
。
１
９
６
５
年
に
量
子

力
学
の
研
究
が
評
価
さ
れ
、
朝

永
振
一
郎
氏
（
故
人
）
ら
と
共

に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞

し
た
。

メ
ダ
ル
や
メ
モ
は
遺
族
が
出

品
し
た
も
の
で
、
ほ
か
の
研
究

資
料
や
、
サ
イ
ン
入
り
の
著
書

や
趣
味
の
タ
ン
バ
リ
ン
な
ど
も

競
売
に
か
け
ら
れ
た
。

撮
る
追
う

本紙に見る2018
10大ニュース

２
０
１
８
年
も
ま
も
な
く
終

わ
る
。
来
年
５
月
に
は
平
成
か

ら
新
し
い
元
号
に
変
わ
る
。
時

代
の
節
目
に
本
紙
の
記
者
や
カ

メ
ラ
マ
ン
が
現
場
取
材
で
書
い

た
記
事
か
ら
10
大
ニ
ュ
ー
ス
を

拾
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
誕
生

か
ら
１
年
を
迎
え
た
１
月
20

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ウ
ィ
メ

ン
ズ
マ
ー
チ
が
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
は
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
移
民
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
、
女
性
の
権
利
に
対
す
る
考

え
を
批
判
す
る
プ
ラ
カ
ー
ド
で

あ
ふ
れ
た
。

米
国
市
民
の
自
由
を
守
る
た

め
に
尽
力
し
た
日
系
人
の
フ
レ

ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
氏
（
１
９
１

９
〜
２
０
０
５
）
を
讃
え
、
氏

の
誕
生
日
で
あ
る
１
月
30
日
を

「
市
民
の
自
由
と
憲
法
を
遵
守

新春特別号

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は

新
年
特
別
号
第
１
部
で
「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
自
分
を
磨
く
」
と

題
し
「
個
人
力
」
を
い
か
に
つ

け
て
国
際
社
会
で
生
き
て
い
く

か
を
各
方
面
で
活
躍
す
る
日
本

人
に
焦
点
を
当
て
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
流
自
分
磨
き
」
の
現
場
を

紹
介
し
ま
す
。
第
２
部
で
は
、

「
日
米
で
将
来
の
『
人
生
い
き

い
き
』
に
備
え
る
」
と
題
し
、

日
米
の
年
金
シ
ス
テ
ム
の
違

い
、
相
続
税
の
日
米
格
差
、
最

終
的
に
は
、
終
の
住
処
を
ど
こ

に
す
る
の
か
。
親
の
介
護
の
施

設
は
、
日
本
か
ア
メ
リ
カ
か
。

万
が
一
、
自
分
に
な
に
か
が
あ

っ
た
時
に
周
り
の
人
は
困
ら
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
な
ど
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
特
集
し
ま

す
。
新
年
特
別
号
は
12
月
27
日

（
木
）
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

今月27日にお届けします

第
１
部
　
Ｎ
Ｙ
で
自
分
を
磨
く

第
２
部
　
人
生
い
き
い
き
準
備

原
爆
製
造
の
メ
モ

物
理
学
者
の
家
族
競
売
に

◇
本
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
フ
リ
ー
紙
で
Ｎ
Ｙ
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
地
区
で
「
日
本
経
済
新
聞
」
と
と
も
に
折
り

込
ま
れ
て
配
達
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
紀
伊

國
屋
書
店
（
大
手
町
ビ
ル
店
）
で
無
料
配
布
の
ほ
か
、
青
山

学
院
大
学
図
書
館
（
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
常
備
、
東
京
大

学
本
郷
・
駒
場
両
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

在
住
の
月
野
ぽ
ぽ
な
さ
ん
が
受

賞
す
る
朗
報
も
。
夏
に
は
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ
ー
ト
リ

ー
の
マ
ー
ク
・
ソ
コ
リ
ッ
チ
区

長
が
、
韓
国
系
米
国
人
と
慰
安

婦
碑
の
除
幕
式
に
参
列
し
た
。

９
月
８
日
に
行
わ
れ
た
テ
ニ
ス

の
全
米
オ
ー
プ
ン
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
決
勝
表
彰
台
で
優
勝
し
た

の
に
「
勝
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
」

と
言
っ
た
大
坂
の
言
葉
に
意
見

が
分
か
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
が
時

代
を
作
る
。
（
５
面
に
本
紙
の

10
大
ニ
ュ
ー
ス
）

す
る
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
の

日
」
と
し
て
制
定
。
俳
壇
・
歌

壇
の
登
竜
門
と
さ
れ
る
第
63
回

角
川
俳
句
賞
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

時
代
は
変
わ
っ
て
も
本
紙
記
者
た
ち
の
「
現
場
主
義
」
は
変
わ
ら
な
い
。
（
撮
影
・
木
下
令
）

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

23面

デ
ジ
タ
ル
版
で
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
！

▲

https://www.syscomusa.com/
https://nipponexpressusa.com/
http://amnet-usa.com
https://www.rairaiken-ny.com/
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日本とトルコ100年後の恩返し

救出機に搭乗したトルコ航空の当時のCA

友好公演
カーネギーホールで

左からトルコ大使館のセ

ルダル・クルチ大使、向

山精ニさん、NY総領事

の山野内勘二大使

https://www.onlyjapan.net/
https://www.restaurantnippon.com/
https://www.harmonyforpeace.org/
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日
本
と
ト
ル
コ
の
友
好
を
テ

ー
マ
に
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
11

月
29
日
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
演
奏
と
映
像
を
通
じ
て
、
会

場
を
埋
め
た
観
客
は
両
国
の
絆

の
深
さ
を
再
確
認
し
た
。

同
公
演
を
実
現
さ
せ
た
の

は
、
和
歌
山
県
海
南
市
の
ガ
ス

製
造
販
売
会
社
社
長
で
ア
マ
チ

ュ
ア
音
楽
家
の
向
山
（
む
か
い

や
ま
）
精
二
さ
ん
（
72
）
。
向

山
さ
ん
は
、
座
礁
船
の
ト
ル
コ

人
乗
組
員
を
和
歌
山
県
の
漁
民

が
必
死
に
救
助
し
た
こ
と
、
そ

の
約
１
０
０
年
後
に
恩
返
し
と

し
て
ト
ル
コ
航
空
機
が
空
爆
直

前
の
イ
ラ
ン
に
取
り
残
さ
れ
た

日
本
人
を
救
出
し
た
こ
と
に
感

銘
を
受
け
、
１
９
９
８
年
に
歴

史
や
自
然
や
友
好
を
テ
ー
マ
に

し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
の
作
詞
・

作
曲
を
始
め
た
。

２
３
０
０
席
ほ
ぼ
満
席
の
大

ホ
ー
ル
に
、
向
山
さ
ん
の
指
揮

で
、
ニ
ュ
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
の
演

奏
が
響
き
渡
っ
た
。
前
半
で
は

「
友
情

紀
伊
の
国
交
響
組
曲
」

第
５
章
か
ら
「
九
死
に
一
生

テ
ヘ
ラ
ン
脱
出
」
が
演
奏
さ
れ
、

ト
ル
コ
出
身
で
国
際
的
に
活
躍

す
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
ナ
ズ

ル
・
ア
ル
プ
テ
キ
ン
が
着
物
姿

で
、
日
本
語
と
ト
ル
コ
語
で
１

９
８
５
年
の
脱
出
劇
を
歌
い
上

げ
た
。

後
半
は
、
同
第
５
章
か
ら

「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
軌

跡
」
。
ア
ル
プ
テ
キ
ン
が
異
な

る
着
物
姿
で
登
場
し
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
演
奏
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
拠
点
の
デ
ソ
ッ
フ
合
唱
団

が
加
わ
り
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ

る
長
旅
、
沈
没
の
惨
劇
、
両
国

の
絆
な
ど
を
テ
ー
マ
に
演
奏
し

た
。ス

テ
ー
ジ
背
景
に
は
、
前
半

は
１
９
８
５
年
に
日
本
人
救
出

の
た
め
に
ト
ル
コ
航
空
機
の
様

子
を
伝
え
る
当
時
の
写
真
な
ど

が
、
後
半
は
航
海
や
沈
没
時
の

様
子
、
彼
の
地
に
建
立
さ
れ
た

記
念
碑
と
慰
霊
に
訪
れ
る
歴
代

ト
ル
コ
大
使
の
写
真
な
ど
が
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
風
に
映
し

出
さ
れ
て
、
音
楽
と
と
も
に
両

国
の
友
好
に
つ
い
て
理
解
で
き

る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ

構
成
だ
っ
た
。

ま
た
、
前
半
の
最
後
に
は
、

ト
ル
コ
航
空
機
に
よ
っ
て
イ
ラ

ン
か
ら
脱
出
し
た
沼
田
準
一
さ

ん
（
76
）
＝
写
真
＝
と
当
時
の

客
室
乗
務
員
２
人
が
登
壇
し

た
。
日
産
の
社
員
と
し
て
テ
ヘ

ラ
ン
に
駐
在
し
て
い
た
沼
田
さ

ん
は
、
「
ト
ル
コ
の
人
た
ち
が

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
こ
と
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
、
私
も
助
け

て
く
れ
た
ト
ル
コ
に
い
く
ら
感

謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。
世

界
の
人
々
に
こ
の
物
語
と
心
の

友
情
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
こ
こ
で
の
話
を
ぜ
ひ

語
り
継
い
で
く
だ
さ
い
」
と
感

極
ま
っ
て
涙
声
に
な
り
な
が
ら

も
力
強
く
話
し
た
。
沼
田
さ
ん

は
東
京
都
在
住
、
串
本
ふ
る
さ

と
大
使
を
務
め
て
い
る
。
当
時

の
客
室
乗
務
員
ヌ
ー
レ
イ
・
チ

ャ
ク
マ
ク
さ
ん
ら
は
、
「
こ
の

感
動
的
な
救
出
組
に
参
加
で
き

た
こ
と
は
光
栄
で
す
。
ま
た
、

日
本
の
友
人
た
ち
が
私
た
ち
の

こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
れ
る
こ

と
に
感
謝
し
ま
す
。
私
た
ち
も

忘
れ
ま
せ
ん
」
と
あ
い
さ
つ
し

て
、
沼
田
さ
ん
と
固
い
握
手
を

交
わ
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
を
浴
び
た
。

後
半
に
は
、
２
０
０
７
年
に

行
わ
れ
た
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号

の
調
査
を
率
い
た
ト
ル
コ
人
海

洋
考
古
学
者
の
ト
ゥ
フ
ァ
ン
・

ト
ゥ
ラ
ン
ル
さ
ん
が
壇
上
に
あ

が
り
、
向
山
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
船
に
乗
っ
て
調
査

に
参
加
し
た
逸
話
な
ど
も
披
露

し
た
。
同
公
演
に
あ
わ
せ
て
日

本
ク
ラ
ブ
の
日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
遺
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

舞
台
の
最
後
に
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
活
動
す
る
風
の
環
少

年
少
女
合
唱
団
も
加
わ
っ
て
、

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
追
悼
歌

（
作
詞：

和
泉
丈
吉

作
曲：

打

垣
内
正
）
を
合
唱
し
て
、
両
国

ひ
い
て
は
世
界
の
平
和
を
願
っ

て
、
公
演
の
幕
を
閉
じ
た
。

ト
ル
コ
人
観
客
か
ら
は
、

「
父
親
か
ら
日
本
と
は
仲
が
い

い
と
は
聞
い
て
い
た
が
、
こ
ん

な
話
が
あ
っ
た
と
は
知
ら
な
か

っ
た
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
語
り

継
が
れ
る
べ
き
だ
」
「
こ
れ
を

機
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
日

本
と
ト
ル
コ
の
友
好
を
深
め
て

い
く
と
い
い
と
思
う
」
「
す
ば

ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
。

映
像
と
音
楽
で
、
両
国
の
歴
史

を
理
解
で
き
た
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。
本
公
演
は
、
向

山
さ
ん
の
尽
力
で
、
タ
ー
キ
ッ

シ
ュ
＋
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー

ツ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
・
オ
ブ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
無
料
で
主

催
、
司
会
は
千
葉
商
科
大
学
准

教
授
の
ム
ズ
ラ
ッ
ク
ル
・
ハ
リ

ト
さ
ん
が
務
め
た
。
　
　
　
　

小
味
か
お
る
記
者

写
真
・
三
浦
良
一

感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い

テ
ヘ
ラ
ン
で
救
出
さ
れ
た
沼
田
さ
ん

《エルトゥールル号の座礁事件》1890年、オスマ
ン帝国（現トルコ）のスルタン・アブドゥルハミ
ト２世の勅命を受けて、明治天皇に対し帝国最高
の名誉勲章奉呈のため、使節団587人がイスタン
ブールを出発、約11か月の航海で日本に着いた。
明治天皇謁見後、横浜港を出ると嵐に会い、和歌
山県沖で座礁。漁民は嵐で海に出られず困窮を極
めるにも関わらず、必死の救助と介護をして、69
人の命を救った。500人を超える死者を出した大
惨事は、日土友好のきっかけとなり、同県の串本
町にはエルトゥールル号殉難将士慰霊碑が建立さ
れ、５年に１度、在日トルコ大使館と同町の共催
で慰霊祭が行われている。

《テヘランでの日本人救出作戦》1980年にイラ
ン・イラク戦争が勃発。イランはホメイニ師によ
るイスラム原理主義革命でパーレビ体制が崩壊し、
イラクは米国の支持を受け両国は敵対していた。
85年３月、時の大統領フセインが48時間後上空を
通過する航空機をすべて無差別に攻撃すると宣言。
イランに駐留する外国人たちは脱出を目指してテ
ヘラン空港に殺到した。ところが各国が救援機を
さし向けるなか、軍事行動のできない日本だけが
動けず救援機を出すことができなかった。イラン
駐在の日本人には脱出する手段がなく、文字通り
取り残された。タイムリミットが迫るなか、１機
の旅客機が飛来した。絶望の淵から日本人を救う
ために迎えに来たのは、トルコの航空機だった。
パイロットたちの合言葉は「エルトゥールル号の
恩を忘れるな」だった。攻撃75分前に離陸、在留
邦人216人全員が無事にトルコに向け脱出して、
日本へ帰国することができた。

（写真は日本クラブでの展示から）

https://www.nipponclub.org/?lang=ja
http://www.omen-azen.com
http://www.sakuraradio.com
http://www.suzukishokudo.com/
https://www.mtckitchen.com
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最
近
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
タ
イ

ム
ズ
周
辺
が
Ａ

Ｉ
関
連
の
話
題

で
盛
り
あ
が
っ

て
い
る
。
12
月

３
日
付
のA

d
A
ge

誌
で
は
Ａ

Ｉ
を
利
用
し
た

ニ
ュ
ー
ス
の
パ

ー
ソ
ナ
ル
化
が

進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
し
、

数
週
間
前
に
は
、
読
者

が
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲

載
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん

だ
際
に
生
じ
る
感
情
を

分
析
し
て
、
そ
れ
ら
に

見
合
っ
た
広
告
を
表
示

す
る
た
め
に
千
数
百
人

規
模
の
フ
ォ
ー
カ
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
る
、
と

い
う
話
も
出
て
い
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
は
他
の
既
存

メ
デ
ィ
ア
に
比
較
す
る
と
比
較

的
早
い
段
階
で
デ
ジ
タ
ル
事
業

に
乗
り
出
し
、
今
や
デ
ジ
タ
ル

購
読
に
よ
る
売
上
げ
は
年
間
10

億
ド
ル
、
今
年
の
第
三
四
半
期

に
は
前
年
比
４
・
５
％
増
の
２

億
５
８
０
０
万
ド
ル
を
達
成
し

て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
化
と
い
う
文
字
を

使
う
と
同
紙
が
ま
る
で
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
後
追
い
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
し

ま
う
の
だ
か
ら
不
思
議
だ
。
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
確
か
に
ユ
ー

ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
コ

ン
テ
ン
ツ
を
配
信
し
、
ま
た
、

そ
れ
ら
を
閲
覧
す
る
ユ
ー
ザ
ー

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
広
告
を

掲
載
す
る
こ
と
で
、
巨
大
な
収

益
を
確
保
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
・

プ
ロ
バ
イ
ダ
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
そ
の
一
方
で
、
現
在

同
社
を
揺
る
が
し
て
い
る

様
々
な
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
の
配
信
や
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
内
容
の
バ
ラ
ツ
キ
等

を
見
て
も
分
か
る
よ
う

に
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の

質
は
如
何
な
も
の
か
と
感

じ
る
局
面
が
少
な
く
な

い
。
そ
れ
で
も
フ
ィ
ー
ド

か
ら
毎
日
流
れ
て
く
る
情

報
の
中
に
そ
れ
ら
が
納
ま

る
と
、
余
り
気
に
な
ら
な

く
な
る
の
は
何
故
だ
ろ
う

か
？

素
人
の
投
稿
や
写

真
の
中
に
、
そ
れ
ら
の

「
イ
マ
イ
チ
な
」
コ
ン
テ

ン
ツ
が
埋
も
れ
て
し
ま
う

か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
一

方
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム

ズ
の
場
合
は
、
創
設
１
８

７
年
を
誇
る
筋
金
入
り
の

新
聞
社
で
あ
る
。
所
属
す

る
記
者
の
力
も
情
報
の
収

集
力
も
抱
え
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

も
、
設
立
数
年
の
ウ
ェ
ブ
メ
デ

ィ
ア
と
は
違
う
。
右
寄
り

左
寄
り
と
い
っ
た
政
治
的

な
色
は
別
と
し
て
、
厳
選

さ
れ
た
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ

ー
が
保
証
さ
れ
た
メ
デ
ィ

ア
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
化
の
力

が
備
わ
る
と
い
う
事
実

は
、
一
流
メ
デ
ィ
ア
が
世

間
に
も
た
ら
す
新
た
な
バ

リ
ュ
ー
の
創
出
と
し
て
、

と
り
あ
え
ず
手
放
し
で
喜

ん
で
良
い
と
思
う
の
だ
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ
ジ

タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）

www.egawanakaba.com

江川央の DIGITAL 最前線

AIの力はメディアをどこまで変えるか？

バ
リ
ト
ン
歌
手
の
大
西
宇
宙

（
お
お
に
し
・
た
か
お
き
）
さ

ん
が
２
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

行
わ
れ
た
プ
レ
ミ
エ
・
オ
ペ
ラ

財
団
主
催
の
国
際
声
楽
コ
ン
ク

ー
ル
で
優
勝
し
た
。
ま
た
今
年

新
た
に
設
け
ら
れ
た
デ
ィ
ミ
ト

リ
・
ホ
ロ
ス
ト
フ
ス
キ
ー
記
念

特
別
賞
も
受
賞
し
た
。

審
査
員
に
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ボ
ニ
ン
グ
、
バ
ル
バ
ラ
・
フ
リ

ッ
ト
リ
、
ア
プ
リ
ー
レ
・
ミ
ッ

ロ
な
ど
オ
ペ
ラ
界
著
名
人
が
名

を
連
ね
、
ほ
ぼ
全
員
一
致
の
評

決
だ
っ
た
と
い
う
。

同
記
念
特
別
賞
は
、
昨
年
11

月
55
歳
の
若
さ
で
が
ん
で
亡
く

な
っ
た
世
界
的
バ
リ
ト
ン
歌
手

デ
ィ
ミ
ト
リ
・
ホ
ロ
ス
ト
フ
ス

キ
ー
さ
ん
を
追
悼
す
る
目
的
で

新
設
さ
れ
た
。
大
西
さ
ん
は
同

歌
手
の
夫
人
の
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
・
リ
リ
さ
ん
か
ら
賞
を
授
与

さ
れ
た
＝
写
真
＝
。

大
西
さ
ん
は
、
「
感
無
量
で

す
。
一
位
の
み
な
ら
ず
、
デ
ィ

ミ
ト
リ
と
同
じ
誕
生
日
に
生
ま

れ
、
彼
の
歌
と
芸
術
を
敬
愛
し

て
や
ま
な
い
私
に
と
っ
て
こ
の

記
念
賞
は
何
に
も
代
え
ら
れ
な

い
名
誉
で
す
。
憧
れ
の
バ
リ
ト

ン
で
あ
り
同
じ
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
共
有
す
る
者
と
し
て
非
常
に

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
の

大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
芸
術
の
た
め
精
進

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

大
西
さ
ん
は
東
京
都
出
身
。

武
蔵
野
音
楽
大
学
卒
業
後
、
ジ

ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
を
卒
業

後
、
シ
カ
ゴ
・
リ
リ
ッ
ク
・
オ

ペ
ラ
を
経
て
、
現
在
は
主
に
日

米
で
活
動
し
て
い
る
。
12
月
末

に
は
東
京
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団
「
第
九
」

公
演
に
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
出

演
、
２
０
１
９
年
の
幕
開
け
に

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
・
イ
ヤ
ー
・

オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
に
初
出

演
、
２
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
シ
ベ

リ
ウ
ス
の
ク
レ
ル
ヴ
ォ
交
響
曲

の
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
る
予
定
。

大西宇宙
国際声楽コンクール

見事優勝

助け合って111年NY日系人会

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

は
11
月
30
日
、
Ｊ
Ａ
Ａ
１
１

１
周
年
記
念
晩
餐
会
を
ハ
ー

バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
１

７
５
人
が
参
加
し
た
。
長
年

に
渡
り
Ｊ
Ａ
Ａ
と
サ
ク
ラ
祭

り
を
支
援
し
て
来
た
稲
垣
茂

元
日
系
人
会
会
長
（
故
人
）

の
夫
人
、
千
枝
子
さ
ん
と
、

１
月
30
日
を
「
市
民
の
自
由

と
憲
法
を
尊
守
す
る
フ
レ
ッ

ド
・
コ
レ
マ
ツ
の
日
」
制
定

の
提
唱
者
ダ
ニ
エ
ル
・
ド
ロ

ム
市
議
会
議
員
に
Ｊ
Ａ
Ａ
功

労
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

日
系
人
会
が
寄
贈
し
た
桜
の

種
は
、
市
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
で

苗
木
に
育
て
ら
れ
、
ク
イ
ー
ン

ズ
区
の
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
メ
ド
ウ

コ
ロ
ナ
パ
ー
ク
に
２
０
０
１
年

に
植
樹
さ
れ
た
。
全
米
テ
ニ
ス

オ
ー
プ
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国

際
万
国
博
覧
会
の
会
場
と
な
っ

た
同
公
園
は
、
毎
年
春
に
桜
が

満
開
と
な
り
、
現
在
４
０
０
本

以
上
の
桜
の
木
が
植
え
ら
れ
て

い
る
。

日
系
人
会
主
催
の
春
祭
り
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
が
参
加
す

る
恒
例
行
事
に
な
っ
て
お
り
、

稲
垣
夫
人
が
、
チ
ャ
ー
タ
ー
バ

ス
に
乗
っ
た
参
加
者
の
弁
当
代

を
負
担
し
て
き
た
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で

は
、
気
鋭
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
木
川

貴
幸
が
深
淵
で
迫
力
の
あ
る
演

奏
で
会
場
を
魅
了
し
た
。
年
次

晩
餐
会
は
、
Ｊ
Ａ
Ａ
に
と
っ
て

の
大
き
な
募
金
活
動
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。

別
所
浩
郎
国
連
大
使
主
催
の

天
皇
誕
生
日
祝
賀
会
が
４
日

夜
、
国
連
大
使
公
邸
で
開
催
さ

れ
、
川
村
泰
久
大
使
、
星
野
俊

也
大
使
の
３
大
使
が
揃
っ
て
招

待
し
た
各
国
の
国
連
大
使
や
外

交
官
、
国
連
職
員
、
日
系
企
業

代
表
者
ら
３
８
０
人
余
り
を
迎

え
て
挨
拶
し
た
。

今
上
天
皇
の
誕
生
日
は
12
月

23
日
だ
が
、
在
外
公
館
で
は
独

自
の
日
程
で
開
催
し
て
い
る
。

来
年
４
月
30
日
に
今
上
天
皇
が

退
位
し
、
翌
５
月
１
日
に
皇
太

子
徳
仁
親
王
が
天
皇
に
即
位
す

る
こ
と
に
伴
い
、
２
０
２
０
年

か
ら
天
皇
誕
生
日
が
２
月
23
日

に
変
更
さ
れ
る
。
２
０
１
９
年

は
、
１
９
４
８
年
の
祝
日
法
施

行
以
来
は
じ
め
て
天
皇
誕
生
日

の
な
い
年
と
な
る
。
国
歌
演
奏

の
後
、
別
所
大
使
は
日
本
で
開

催
さ
れ
る
２
０
１
９
年
の
ラ
グ

ビ
ー
世
界
大
会
や
20
年
の
東
京

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
挨
拶
の
中
で
紹
介
し
た
。

ミ
シ
ガ
ン
大
学
Ｃ
・
Ｓ
モ
ッ

ト
小
児
病
院
は
11
月
20
日
、
子

供
た
ち
の
健
康
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
公
表

し
、
保
護
者
の
３
分
の
１
が
今

シ
ー
ズ
ン
は
子
供
た
ち
の
予
防

接
種
を
予
定
し
て
い
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

同
調
査
チ
ー
ム
は
、
年
齢
１

〜
18
歳
の
最
低
で
も
１
人
の
子

供
を
持
つ
保
護
者
１
９
７
７
人

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
。
予
防
接
種
を
拒
む
保
護
者

の
多
く
は
、
家
族
や
親
し
い
友

人
た
ち
な
ど
を
情
報
源
と
し
て

お
り
、
看
護
師
、
医
療
関
係
者

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
っ
て
予
防

接
種
を
受
け
さ
せ
る
親
と
比
べ

て
、
７
倍
の
懐
疑
的
な
情
報
を

収
集
し
て
い
る
と
い
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
注
射
を
拒
否

国連大使公邸

平
成
最
後
の

天
皇
誕
生
日

晩さん会開催

桜をニューヨーク市に寄贈した稲垣会長（左から３人目、2001年）

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
プ
ロ
ス

ペ
ク
ト
パ
ー
ク
に
あ
る
水
飲

み
場
が
氷
点
下
に
な
っ
て
も

凍
結
し
な
い
よ
う
工
事
を
す

る
か
否
か
の
採
決
が
、
こ
の

ほ
ど
地
元
住
民
組
織
プ
ロ
ス

ペ
ク
ト
パ
ー
ク
・
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
で
行
わ
れ
、
賛
成
多
数

で
議
決
さ
れ
た
。
水
飲
み
場

は
５
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
３

万
５
０
０
０
ド
ル
で
、
総
額

17
万
５
０
０
０
ド
ル
か
か
る
。

こ
の
議
決
に
よ
り
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
議
会
の
ブ
ラ
ッ

ド
・
ラ
ン
ダ
ー
議
員
（
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
区
選
出
）
は
市
の

参
加
型
予
算
編
の
一
部
に
こ

の
工
事
を
割
り
当
て
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ラ
ン
ダ
ー
議
員
と
プ
ロ
ス

ペ
ク
ト
パ
ー
ク
・
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
の
ス
ー
・
ド
ナ
ヒ
ュ
ー

会
長
は
こ
の
議
決
を
歓
迎
。

ラ
ン
ダ
ー
議
員
は
「
冬
に
公

園
を
使
う
人
の
た
め
、
子
供

た
ち
が
遊
ぶ
た
め
、
新
鮮
な

空
気
の
た
め
、
精
神
的
な
健

康
の
た
め
、
こ
の
５
つ
の
新

し
い
耐
凍
性
水
飲
み
場
は
税

金
17
万
５
０
０
０
ド
ル
に
相

当
す
る
と
確
信
し
て
い
る
」

と
話
し
て
い
る
。

公
園
の
水
道

凍
結
防
止
策

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

天皇皇后両陛下の写真の前で招待客を迎える別所国連大使夫妻

http://goldsteinvisa.com
https://ibec-usa.com/
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●HanaCell（ハナセル）「チャリティキャンペーン」＝〜1/6（日）日本
人のためのアメリカ携帯電話HanaCellは、ホリデーシーズンにあわせて
米国SIMカード$9全額を購入者にかわってアフリカ給食支援活動に寄付
するキャンペーンを実施中。申し込みや対象商品など詳細はウェブサイ
トwww.hanacell.comを参照。●ニューヨーク稲門会「2018年新入会員
歓迎会」＝12/7(金) 18:30〜21:00（一次会）新橋レストラン（7 E.48th St）
Tel:212-813-1009 参加費：$80（当日支払い、一般
会員・同伴者。アルコールなしは$10引。未成年の参
加 は 不 可 。 問 い 合 わ せ は Eメ ー ル wasedain-
newyork@gmail.comまで。詳細はウェブサイト
www.waseda-ny.org。新企画「日本酒シャンパン祭
り」を同時開催。●ビレッジウェル「NY-TKOダブルライフ実現セミナ
ー説明会」＝12/8（土）または12/14（土）13:00〜15:00　Villagewell
LLC（228 E.45th St, 7Fl) 参加費： $40、 $20（開催１週間前の申し込
み早割）ビレッジウェル代表の村井功さんが講師を務める第４期セミナ
ー（１月〜３月の土曜５回）のニューヨークでの説明会。ニューヨーク
と日本の架け橋になりたい人、２都市で働きたい人など向けのセミナー

を紹介。問い合わせはEメールinfo@villagewelljapan.com、詳細は
www.villagewelljapan.com ●ニューヨーク鳥取県人会忘年会＝12/8

（土）17:00〜 Shinbashi Restaurant（7 E.48th St) Tel: 212-813-1009
参加費：$30程度を予定（飲み物は各自で別途支払い）詳細はウェブサイ
ト http://nytottorikenjinkai.edublogs.orgを参照。●第２回長崎県人
会＝12/8（土）18:30〜 ニューヨーク日系人会館（ 49 W.45th St 11FL)

参加費：$30（一般）、$20（学生）要事前登録。参
加申し込みはEメールnynagasaki@gmail.comまで。
問い合わせは電話まで。詳細はウェブサイト
www.facebook.com/NYNagasaki ●2019年北海
道ゆかりの会忘年会＝12/11（火）18:00〜20:30

Method (746 10th Ave) 参加費: $50（現金、料理＋ドリンク１杯）
焼 酎 ２ 本 持 ち 込 み 可 能 　 参 加 申 し 込 み は Eメ ー ル
shion.hoshino@gmail.com（星野さん）まで。●石川県人会忘年会＝
12/12（水）18:30　Saigon Market（93 University Pl）参加費: $50〜
60（ 飲 み 物 代 込 み ） 問 い 合 わ せ は Eメ ー ル
ny.ishikawa.kenjinkai@gmail.com（南部さん）まで。

www.nyseikatsu.comで詳報

ともに虹を探そう

２
日
夜
、
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス

ト
サ
イ
ド
の
教
会
で
開
催
さ
れ

た
混
声
合
唱
団
「
と
も
」
第
２

回
定
期
演
奏
会
は
、
「
虹
を
と

も
に
さ
が
そ
う
」
で
幕
を
開
け

た
。
結
成
以
来
８
年
。
も
と
も

と
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
直
後
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
「
日
米
合
唱
祭
」

に
参
加
す
る
目
的
で
結
成
さ
れ

た
合
唱
団
だ
。

今
年
の
演
奏
会
は
、
同
震
災

の
被
災
地
、
宮
城
県
女
川
（
お

な
が
わ
）
町
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
「
コ
バ
ル
ト
ー
レ
女
川
」
の

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
を
応
援
す
る

た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
と

な
っ
た
。
コ
バ
ル
ト
ー
レ
女
川

の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
は
来
年
春

に
ス
ペ
イ
ン
・
ア
ン
ダ
ル
シ
ア

地
方
の
セ
ビ
リ
ア
に
遠
征
に
行

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
今
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
大
活
躍
し
た
乾
貴
士
選
手
が

移
籍
し
た
ベ
テ
ィ
ス
と
い
う
チ

ー
ム
が
あ
る
。
ま
た
英
語
で

「Japan

」
を
意
味
す
る
ハ
ポ

ン
と
い
う
姓
を
持
つ
サ
ム
ラ
イ

の
末
裔
が
多
く
住
む
コ
リ
ア
・

デ
ル
・
リ
オ
と
い
う
町
も
あ

り
、
Ｆ
Ｃ
コ
リ
ア
と
い
う
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
も
あ
る
。
コ
バ
ル

ト
ー
レ
女
川
の
子
供
た
ち
は
そ

れ
ら
の
チ
ー
ム
の
子
供
た
ち
と

親
善
試
合
を
行
う
予
定
で
、
こ

の
公
演
で
寄
せ
ら
れ
た
１
１
０

２
ド
ル
の
寄
付
は
、
女
川
の
子

供
た
ち
を
応
援
す
る
た
め
に
使

わ
れ
る
と
い
う
。

日
本
の
歌
の
一
環
で
、
今
回

は
同
合
唱
団
と
し
て
は
今
回
珍

し
く
歌
謡
曲
も
披
露
し
た
。
石

川
さ
ゆ
り
の
「
津
軽
海
峡
冬
景

色
」
、
井
上
陽
水
の
「
心
も
よ

う
」
な
ど
、
聞
き
な
れ
た
ヒ
ッ

ト
曲
が
合
唱
風
に
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
演
奏
さ
れ
た
。
ア
ン
コ
ー
ル

で
は
、
音
楽
監
督
の
白
田
正
樹

さ
ん
が
「
北
酒
場
」
を
熱
唱
し

て
大
喝
采
を
浴
び
た
。

白
田
さ
ん
の
提
唱
で
ハ
ポ
ン

さ
ん
た
ち
を
支
援
す
る
組
織

「
ハ
ポ
ン
・
ハ
セ
ク
ラ
後
援
会
」

が
発
足
し
、
今
月
20
日
に
は
仙

台
市
で
そ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
・
パ

ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
る
予
定
。

混
声
合
唱
団
「
と
も
」

子
供
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
支
援
も

【
１
月
】
■
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本

倉
岡
伸
欣
さ
ん
死
去

Ｎ
Ｙ
の
日

本
食
文
化
を
支
え
た
半
世
紀
＝

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
老
舗
和
食
料

理
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
の
オ

ー
ナ
ー
経
営
者
、
倉
岡
伸
欣

（
の
ぶ
よ
し
）
さ
ん
が
１
月
13
日

午
後
２
時
48
分
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
病
気
療
養
先
で
心
不
全
の

た
め
亡
く
な
っ
た
。
86
歳
だ
っ

た
。
数
年
前
か
ら
腰
を
傷
め
、

入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、

年
明
け
か
ら
容
態
が
悪
化
し
た
。

倉
岡
さ
ん
は
、
１
９
６
１
年
単

身
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
ワ
コ
ー

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
設
立

し
て
外
食
事
業
の
足
掛
か
り
を

つ
け
、
２
年
後
の
63
年
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
初
め
て
本
格
的
総

檜
造
り
の
寿
司
バ
ー
を
備
え
た

レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
を
開
店
。
（
１

月
20
日
号
）
■
平
等
と
権
利
求

め
て
女
性
大
行
進
＝
ト
ラ
ン
プ

政
権
誕
生
か
ら
１
年
を
迎
え
た

１
月
20
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ー
チ
が
開
催
さ

れ
た
。
「
投
票
に
力
を
（
パ
ワ

ー
・
ト
ゥ
・
ザ
・
ポ
ー
ル
）
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
20
万
人
以
上
の

人
が
集
ま
り
、
集
合
場
所
と
な

っ
た
コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
は

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
移
民
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
女
性
の
権
利
に
対
す

る
考
え
を
批
判
す
る
プ
ラ
カ
ー

ド
で
あ
ふ
れ
た
。（
１
月
27
日
号
）

【
２
月
】
■
「
戦
時
日
系
強
制
収

容
は
違
憲
」
Ｎ
Ｙ
市
が
誕
生
日

の
１
月
30
日
を
フ
レ
ッ
ド
・
コ

レ
マ
ツ
の
日
に
制
定
＝
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
は
昨
年
12
月
、
米
国

市
民
の
自
由
を
守
る
た
め
に
尽

力
し
た
日
系
人
の
フ
レ
ッ
ド
・

コ
レ
マ
ツ
氏
（
１
９
１
９
〜
２

０
０
５
）
を
讃
え
、
氏
の
誕
生

日
で
あ
る
１
月
30
日
を
「
市
民

の
自
由
と
憲
法
を
遵
守
す
る
フ

レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
の
日
」
と

し
て
制
定
し
た
。
初
め
て
そ
の

日
を
迎
え
た
30
日
、
制
定
に
尽

力
し
た
各
界
の
代
表
が
午
後
１

時
、
市
庁
舎
前
で
記
者
会
見
し

た
。
（
２
月
３
日
号
）
■
ぽ
ぽ
な

さ
ん
に
第
63
回
角
川
俳
句
賞
＝

俳
壇
・
歌
壇
の
登
竜
門
と
さ
れ

る
第
63
回
角
川
俳
句
賞
・
歌
壇

賞
（
角
川
文
化
振
興
財
団
主
催
）

の
贈
呈
式
が
１
月
23
日
、
東
京

都
内
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
で

開
か
れ
俳
句
賞
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
在
住
の
月
野
ぽ
ぽ
な
さ
ん

が
受
賞
し
た
。
（
２
月
17
日
号
）

【
５
月
】
ト
ニ
ー
賞
地
域
劇
場
賞

に
ラ
・
マ
マ
実
験
劇
場
が
受

賞
＝
米
国
の
演
劇
賞
「
ト
ニ
ー

賞
」
各
候
補
が
１
日
、
発
表
さ

れ
た
が
、
こ
れ
に
先
駆
け
て
４

月
30
日
、
ト
ニ
ー
賞
特
別
賞
で

あ
る
「
地
域
劇
場
賞
」
が
イ
ー

ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
劇
場

「
ラ
・
マ
マ
実
験
劇
場
」
に
贈
ら

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
「
ラ
・

マ
マ
」
は
１
９
６
１
年
に
エ
レ

ン
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
（
故
人
）

が
創
設
、
国
内
外
の
前
衛
的
な

舞
台
芸
術
が
数
多
く
本
劇
場
を

通
じ
て
世
に
出
さ
れ
た
。
（
５
月

５
日
号
）
【
６
月
】
フ
ォ
ー
ト
リ

ー
に
慰
安
婦
碑

地
元
高
校
生
が

立
案
＝
「
こ
の
記
念
碑
は
、
誰

か
を
非
難
す
る
も
の
で
も
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
の
地
域
社
会
を
分
断

す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。

戦
時
中
に
犠
牲
を
強
い
ら
れ
た

多
く
の
女
性
た
ち
の
尊
厳
を
守

り
称
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

地
元
の
高
校
生
た
ち
が
自
発
的

に
こ
の
慰
安
婦
碑
建
設
に
貢
献

し
た
英
雄
的
行
為
を
市
長
と
し

て
大
変
誇
り
に
思
う
」
。
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
バ
ー
ゲ
ン
郡
フ

ォ
ー
ト
リ
ー
の
マ
ー
ク
・
ソ
コ

リ
ッ
チ
区
長
は
、
２
０
０
人
ほ

ど
集
ま
っ
た
韓
国
系
米
国
人
を

前
に
こ
う
演
説
し
た
。
５
月
23

日
午
後
６
時
か
ら
同
区
内
住
宅

街
に
囲
ま
れ
た
コ
ン
ス
テ
ィ
チ

ュ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
で
慰
安
婦

碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
（
６

月
２
日
号
）
【
７
月
】
五
番
街
で

パ
イ
プ
爆
発

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散

ビ
ル
立
ち
入
り
制
限
続
く
＝
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
フ
ラ
ッ
ト
ア
イ

ア
ン
地
区
、
五
番
街
20
丁
目
と

21
丁
目
の
間
で
19
日
午
前
６
時

40
分
頃
、
地
下
に
埋
設
さ
れ
た

蒸
気
管
（
ス
チ
ー
ム
パ
イ
プ
）

が

爆

発

し
、
道
路

が
陥
没
す

る
事
故
が

発

生

し

た
。
現
場

に
か
け
つ

け
た
警
察

官
が
近
隣

の
ビ
ル
の

住
民
や
会

社
員
ら
に

退
避
を
呼

び

掛

け

、

ス
チ
ー
ム

パ
イ
プ
の

管
理
運
営

を
す
る
コ

ン
・
エ
ジ

ソ
ン
の
作

業
員
が
近

く
の
バ
ル
ブ
閉
鎖
作
業
を
行
な

っ
た
。
通
行
人
な
ど
に
被
害
は

な
か
っ
た
が
、
対
応
に
あ
た
っ

た
警
官
や
作
業
員
ら
５
人
が
軽

傷
を
負
っ
た
。
（
７
月
28
日
号
）

【
８
月
】
お
ク
ジ
ラ
さ
ま
ふ
た
つ

の
正
義
の
物
語
上
映
＝
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
在
住
の
映
画
監
督
・
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
佐
々
木
芽
生

（
め
ぐ
み
）
が
制
作
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
お
ク
ジ
ラ

さ
ま
〜
ふ
た
つ
の
正
義
の
物
語

（A
W

hale
of

A
T

ale)

」
が

８
月
17
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

ク
ア
ド
シ
ネ
マ
で
米
国
で
初
め

て
劇
場
公
開
さ
れ
た
。
同
作
品

は
、
和
歌
山
県
太
地
町
の
漁
師

や
住
民
、
国
際
活
動
家
、
米
国

人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
に
取

材
し
、
６
年
を
か
け
た
渾
身
の

力
作
。
（
８
月
４
日
号
）
【
９
月
】

Ｕ
Ｓ
オ
ー
プ
ン
大
坂
優
勝
そ
の

と
き
米
国
は
＝
９
月
８
日
に
行

わ
れ
た
テ
ニ
ス
の
全
米
オ
ー
プ

ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
に
つ

い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
デ

ィ
ア
は
優
勝
し
た
大
坂
な
お
み

選
手
（
20
、
日
清
食
品
）
を
称

賛
す
る
一
方
で
セ
リ
ー
ナ
・
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
選
手
（
36
、
米
国
）

が
３
度
も
規
則
違
反
を
し
て
ゲ

ー
ム
ポ
イ
ン
ト
ま
で
奪
わ
れ
る

と
い
う
異
例
の
試
合
だ
っ
た
と

相
次
い
で
報
道
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
は
「
ブ
ー

イ
ン
グ
と
涙
の
な
か
で
大
坂
は

セ
リ
ー
ナ
を
打
ち
負
か
し
た
」

と
の
見
出
し
で
大
坂
選
手
を
賞

賛
し
つ
つ
、
規
則
違
反
や
ブ
ー

イ
ン
グ
が
「
大
坂
の
素
晴
ら
し

い
勝
利
に
水
を
さ
し
た
」
と
報

じ
た
。
「
サ
ー
ブ
で
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
を
圧
倒
し
た
」
と
大
坂
選
手

を
讃
え
、
「
大
坂
の
夢
は
四
大
大

会
の
決
勝
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
と

戦
っ
て
勝
つ
こ
と
だ
っ
た
が
、

こ
ん
な
に
厳
し
い
状
況
の
も
と

で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
」
と
同

情
的
だ
っ
た
。
表
彰
台
で
優
勝

し
た
の
に
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

と
言
っ
た
大
坂
の
言
葉
に
意
見

が
分
か
れ
た
。
（
９
月
12
日
号
）

【
10
月
】
平
和
の
鐘
響
く
＝
国
連

総
会
初
日
の
９
月
21
日
朝
、
平

和
を
祈
念
し
て
、
ア
ン
ト
ニ

オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総

長
と
マ
リ
ア
・
エ
ス
ピ
ノ
ザ

（
エ
ク
ア
ド
ル
元
外
相
）
総
会
議

長
が
平
和
の
鐘
を
突
い
た
。
ゴ

オ
ー
ン
と
い
う
荘
厳
な
鐘
の
音

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本

部
ビ
ル
正
面
に
あ
る
日
本
庭
園

に
響
い
た
。
恒
例
行
事
と
な
っ

た
こ
の
式
典
は
、
日
本
が
国
際

社
会
に
対
し
て
世
界
永
久
平
和

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会

と
な
っ
て
い
る
。
鐘
を
突
い
た

あ
と
別
所
浩
郎
国
連
大
使
が
グ

テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
に
「
こ
の

鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
お
嬢

さ
ん
が
来
て
い
ま
す
」
と
伝
え

た
。
事
務
総
長
は
、
高
瀬
聖
子

さ
ん
の
方
を
見
る
や
、
つ
か
つ

か
と
歩
み
寄
っ
て
行
き
「
よ
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」
と
握

手
の
手
を
差
し
の
べ
、
歓
迎
の

言
葉
を
か
け
た
。
（
10
月
６
日

号
）（

写
真
・
本
紙
　
三
浦
良
一
）

本
紙
に
見
る

10
大
ニ
ュ
ー
ス

父フレッド・コレマツの功績を伝える娘のカレンさん

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
市
長
も
式

典
に
参
列
し
た
慰
安
婦
像

設
置
式
典

グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
と
握
手
を
交

わ
す
平
和
の
鐘
を
守
る
会
の
高
瀬
さ
ん

http://hinomaru-limo.com
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サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
か
ら
年

末
ま
で
続
く
、
食
べ
過
ぎ
飲
み

過
ぎ
で
内
臓
脂
肪
が
一
段
と
つ

い
て
し
ま
う
時
期
が
ま
た
や
っ

て
来
ま
し
た
。

前
の
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
で

つ
い
た
脂
肪
を
減
ら
さ
ね
ば
、

と
思
い
つ
つ
、
気
が
付
い
た
ら

も
う
１
年
経
っ
て
し
ま
っ
た
で

は
な
い
か
！

年
々
成
長
し
続

け
る
お
腹
に
焦
っ
て
い
る
の
は

私
の
夫
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ね
。冬

は
身
体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

た
め
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
痩
せ
よ
う
と
思
っ
て

栄
養
の
な
い
低
カ
ロ
リ
ー
食
品

だ
け
、
と
い
っ
た
過
激
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
は
逆
効
果
。
ビ
タ
ミ
ン

と
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
し
て
い
る

と
、
脂
肪
が
燃
え
ま
せ
ん
か
ら
。

し
か
も
栄
養
不
足
だ
と
身
体
に

悪
い
の
で
、
脳
が
食
べ
る
よ
う

に
仕
向
け
ま
す
。
な
の
で
い
つ

も
よ
り
飢
餓
感
が
増
し
て
き
て

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
挫
折
し
て
し
ま

う
の
で
す
。

私
は
ヨ
ガ
で
そ
の
悪
循
環
か

ら
卒
業
で
き
ま
し
た
。
ヨ
ガ
の

ポ
ー
ズ
は
、
姿
勢
を
保
つ
筋
肉

を
鍛
え
る
の
で
皮
下
脂
肪
燃
焼

に
効
果
的
で
す
。
内
臓
ま
で
も

伸
ば
す
の
で
働
き
が
良
く
な

り
、
便
通
が
よ
く
な
り
ま
す
。

呼
吸
を
意
識
す
る
こ
と
で
普
段

使
わ
れ
な
い
筋
肉
が
頻
繁
に
使

わ
れ
、
基
礎
代
謝
が
ア
ッ
プ
し

ま
す
。
酸
素
の
供
給
も
高
ま
っ

て
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
よ
く
な

り
新
陳
代
謝
が
高
ま
り
ま
す
。

U
tthita

T
rionasana

三
角
の

ポ
ー
ズ

ま
ず
は
、
足
を
踏
ん
張
り
な

が
ら
「
真
横
」
に
倒
す
こ
と
か

ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。
「
真
横
」

と
い
う
の
は
背
中
が
後
の
壁
と

平
行
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
お
尻
を
後
に
突
き
出

さ
な
い
よ
う
に
。
脚
全
体
を
柔

軟
に
し
て
引
き
締
め
、
足
首
と

股
関
節
の
可
動
域
を
広
げ
ま

す
。
上
半
身
を
引
き
上
げ
な
が

ら
真
横
に
倒
す
こ
と
で
、
腹
筋

と
背
筋
を
鍛
え
、
胸
を
天
井
に

向
け
る
こ
と
で
胸
筋
を
広
げ
ま

す
。
両
腕
の
伸
び
を
意
識
す
る

こ
と
で
肩
と
首
周
り
を
柔
軟
に

し
、
二
の
腕
を
引
き
締
め
ま
す
。

坐
骨
神
経
痛
や
冷
え
性
、
便
秘

を
改
善
し
、
消
化
機
能
、
循
環

機
能
を
促
進
し
ま
す
。

１
　
両
足
を
大
き
く
広
げ
て
立

ち
、
両
腕
を
床
と
平
行
に
左
右

に
伸
ば
す
。

２
　
左
足
を
足
首
か
ら
内
側
に

入
れ
、
右
脚
は
足
の
指
が
真
横

に
向
く
ま
で
太
腿
か
ら
外
旋
す

る
。

３
　
両
方
の
足
を
踏
ん
張
っ
て

上
半
身
を
上
に
引
き
上
げ
、
引

き
上
げ
た
ま
ま
右
側
に
倒
し

て
、
右
手
を
右
の
脛
骨
の
上
に

置
く
。

４
　
左
手
を
天
井
に
向
か
っ
て

上
に
伸
ば
し
な
が
ら
、
胸
も
天

井
の
方
に
向
け
、
最
後
に
顔
も

左
手
を
見
る
よ
う
に
す
る
。

５
　
左
手
を
さ
ら
に
天
井
に
引

き
上
げ
な
が
ら
上
半
身
を
起
こ

し
て
き
て
ポ
ー
ズ
を
リ
リ
ー
ス

す
る
。

ス
パ
ド
ー
ニ
ゆ
か
り

（
米
国

公
認
Ｒ
Ｙ
Ｔ
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）：

さ
ま
ざ
ま
な
不
調

を
か
か
え
て
い
た
の
が
、
劇
的

に
健
康
に
な
っ
た
こ
と
で
ヨ
ガ

に
は
ま
る
。
ア
イ
ア
ン
ガ
ー
ヨ

ガ
の
Ｔ
Ｔ
修
了
。
２
０
０
６
年

か
ら
教
え
始
め
、
身
体
に
正
し

い
姿
勢
と
動
き
を
躾
け
て
い

く
、
し
っ
か
り
「
効
く
！
ヨ
ガ
」

と
し
て
評
判
。

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

3

「
ド
ラ
イ
ブ
を
も
っ
と
楽
し

く
」
を
掲
げ
て
フ
ラ
ン
ス
の
タ

イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
・
ミ
シ
ュ
ラ
ン

が
１
９
０
０
年
、
地
図
、
宿
泊

施
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
情

報
を
ま
と
め
た
赤
表
紙
の
冊
子

を
出
し
て
か
ら
１
１
８
年
。

そ
し
て
11
月
27
日
、
12
年
目

を
迎
え
た
東
京
版
「
ミ
シ
ュ
ラ

ン
ガ
イ
ド
東
京
２
０
１
９
」
の

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催

さ
れ
、
最
高
の
三
つ
星
13
軒
、

ニ
つ
星
52
軒
、
一
つ
星
１
６
５

軒
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
良
い
店
の
ビ
ブ
グ
ル
マ
ン
は

34
種
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
か
ら

２
５
４
軒
選
ば
れ
た
。

日
本
ミ
シ
ュ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
株

式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
ポ
ー

ル
・
ペ
リ
オ
氏
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
シ
ャ
ン
パ
ン
と
マ
カ
ロ
ン

が
振
る
舞
わ
れ
、
大
い
に
賑
わ

っ
た
。

同
書
で
は
３
段
階
の
星
（
マ

カ
ロ
ン
）
で
料
理
を
評
価
、
５

段
階
の
フ
ォ
ー
ク
＆
ス
プ
ー
ン

で
お
店
の
快
適
さ
を
評
価
す

る
。
２
０
１
４
年
か
ら
は
ビ
バ

ン
ダ
ム
（
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
マ
ス

コ
ッ
ト
）
の
顔
で
表
す
、
安
価

（
５
０
０
０
円
以
下
）
で
お
勧

め
で
き
る
店
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

ビ
ブ
グ
ル
マ
ン
と
し
て
導
入
さ

れ
、
今
回
は
お
に
ぎ
り(

浅
草

宿
六
）
が
ラ
ー
メ
ン
店
に
続
き

選
ば
れ
る
な
ど
、
身
近
な
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
な
っ
た
。
ち
な
み

に
、
東
京
版
は
世
界
で
最
も
星

を
獲
得
し
た
店
が
多
く
、
和
食

が
「
食
の
無
形
文
化
遺
産
」
に

選
ば
れ
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な

さ
そ
う
だ
。
（
津
延
美
衣
）

ミシュランガイド

東京

2019年版を発行

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
衛
生
局
は

今
月
か
ら
、
同
市
の
認
可
を
受

け
て
い
る
約
５
５
０
０
台
の
移

動
式
屋
台
を
対
象
に
、
レ
ス
ト

ラ
ン
と
同
様
に
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の

３
評
価
で
衛
生
状
態
の
格
付
け

を
始
め
る
。

こ
れ
ま
で
移
動
式
屋
台
は
、

抜
き
打
ち
検
査
を
受
け
、
違
法

行
為
に
は
罰
金
を
課
せ
ら
れ
る

こ
と
は
あ
っ
た
が
、
同
局
の
格

付
け
の
掲
示
が
義
務
付
け
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
局
は

今
後
、
検
査
対
象
の
屋
台
を
追

跡
し
や
す
い
よ
う
、
す
べ
て
の

屋
台
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
設
置
を
義
務
付

け
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

す
べ
て
の
屋
台
の
検
査
や
格
付

け
の
完
了
ま
で
に
は
、
２
年
間

を
要
す
る
と
い
う
。
移
動
式
屋

台
を
支
援
す
る
非
営
利
団
体
ス

ト
リ
ー
ト
・
べ
ン
ダ
ー
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
格
付
け
は
賛
成

す
る
も
の
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
設
置
の
義

務
付
け
は
不
法
移
民
を
摘
発
す

る
た
め
で
は
な
い
か
と
強
く
反

対
し
て
い
る
が
、
同
局
は
、

「
収
集
し
た
デ
ー
タ
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
の
た
め
に
局
内
の

み
で
管
理
す
る
」
と
話
す
。

いきなり！

ステーキ

ブリーカー店

「
い
き
な
り
！
ス
テ
ー
キ
」
の

米
国
11
号
店
と
な
る
ブ
リ
ー
カ

ー
店
（
ブ
リ
ー
カ
ー
通
り
２
０

５
番
地
。
電
話
６
４
６
・
３
９

８
・
９
３
１
８
）
が
、「
い
い
肉

の
日
」
の
11
月
29
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。

閑
静
な
住
宅
街
で
あ
り
な
が

ら
人
気
レ
ス
ト
ラ
ン
や
セ
レ
ク

ト
シ
ョ
ッ
プ
が
軒
を
連
ね
、
現

地
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
と
観
光
客

で
賑
わ
う
ウ
エ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

の
立
地
に
も
調
和
し
た
店
づ
く

り
で
、
新
店
舗
を
「
モ
デ
ル
店
」

と
し
て
、
多
く
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
に
親
し
め
る
日
本
の
ス
テ

ー
キ
ハ
ウ
ス
を
目
指
す
。
33
席
。

営
業
時
間
は
毎
日
午
前
11
時
か

ら
午
後
11
時
ま
で
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.ikinaristeakusa.com

を
参
照
。

移
動
式
屋
台
も
格
付
け

衛
生
状
態
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
評
価

https://america-keitai.com/
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オックスフォード辞典は2018年のWord of the Yearに
Toxicを選びました。「有毒な」と言う古い言葉Toxicが
選ばれたのは、社会の毒された風潮や状況を映す言葉と
して、人々に広く使われたからです。

アメリカ社会の分断は政治や経済・環境だけではなく、
人間関係のあらゆる局面を、Toxicなものにしてしまいました。譲り合いや協調の
精神が失われ、反対する人を攻撃するToxicityが社会を覆ってしまったのです。

Toxic Masculinityと言う言葉も、今年よく目にしました。「有害な男らしさ」
と言う意味です。相次いだ銃乱射事件（犯人はほとんど男です）や、MeToo 運動
が明らかにした女性への暴力行為などの遠因に、粗暴を男性的と取り違えるToxic
Masculinityがあるという主張です。専横な男たちによる女性蔑視の行為や発言が、
政治的にも社会的にも見過ごされたことが、その論の元にあるのでしょう。

2018年がToxicで総括されたのは悲しいことです。来年は 心温まる言葉が選ば
れる年になりますように…。        　             （旦 英夫／ニューヨーク州弁護士）

Toxic 毒に侵された 

【146】

米語
Watch

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
州
リ
ー
ハ
イ
バ
レ
ー
を

結
ぶ
長
距
離
バ
ス
の
ビ
ー
バ
ー

バ
ス
（
カ
ー
ル
・
Ｒ
・
ビ
ー
バ

ー
社
運
営
）
が
ポ
ー
ト
・
オ
ー

ソ
リ
テ
ィ
ー
・
バ
ス
・
タ
ー
ミ

ナ
ル
か
ら
こ
の
ほ
ど
追
い
出
さ

れ
た
。
経
営
不
振
か
ら
21
万
４

０
０
０
ド
ル
の
使
用
料
を
払
っ

て
い
な
か
っ
た

追
い
出
さ
れ
た
ビ
ー
バ
ー
バ

ス
は
同
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
そ
ば

の
８
番
街
39
丁
目
に
新
し
く
カ

ー
ブ
サ
イ
ド
・
バ
ス
ス
ト
ッ
プ

と
よ
ば
れ
る
バ
ス
発
着
所
を
設

け
営
業
を
続
け
て
い
る
が
、
地

元
で
は
反
対
の
声
が
あ
が
っ
て

い
る
。
反
対
す
る
地
域
住
民
の

一
人
は
「
バ
ス
会
社
に
は
（
使

用
料
が
）
安
い
の
だ
ろ
う
が
、

（
同
地
域
の
）
市
民
や
労
働
者
、

訪
問
者
に
は
交
通
渋
滞
や
安
全

の
確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
負

担
が
強
い
ら
れ
て
い
る
」
と
話

し
て
い
る
。

長
距
離
バ
ス
や
通
勤
バ
ス
が

ポ
ー
ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
・

バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
す
べ
て

収
ま
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

道
路
に
発
着
所
の
許
可
を
持
つ

バ
ス
会
社
の
数
は
２
０
１
３
年

の
46
社
か
ら
１
５
１
社
と
こ
の

５
年
で
３
倍
以
上
に
な
っ
て
い

る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
だ
け
で
カ

ー
ブ
サ
イ
ド
・
バ
ス
ス
ト
ッ
プ

は
１
１
８
か
所
で
、
こ
の
う
ち

14
丁
目
か
ら
59
丁
目
ま
で
の
間

に
66
も
の
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
が
あ

り
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
集
中
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
交
通
渋
滞
や
大
気
汚
染

悪
化
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

長
距
離
の
都
市
間
バ
ス
は
低

料
金
で
、
メ
ガ
バ
ス
や
ボ
ル
ト

バ
ス
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
で
簡
単

に
予
約
・
購
入
が
で
き
る
よ
う

な
会
社
も
で
き
、
近
年
人
気
が

急
上
昇
。
全
米
で
の
推
定
運
行

便
数
は
２
０
１
５
年
の
４
５
２

０
万
台
か
ら
２
０
０
８
年
に
は

６
１
２
０
万
台
に
な
っ
た
。
特

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
増
大
し
て

お
り
、
２
０
１
８
年
に
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
だ
け
で
約
２
２

０
０
万
の
都
市
間
バ
ス
運
行
運

行
便
数
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ビーバーバス

タ
ー
ミ
ナ
ル
使
え
ず

使
用
料
払
え
ず
追
い
出
し

英

辞

書

サ

イ

ト

D
iction

ary
.com

は
11
月
26

日

、

今

年

の

言

葉

と

し

て

「m
isinform

ation

（
誤
報
）
」

を
発
表
し
た
。
同
単
語
の
定
義

は
「
意
図
な
く
伝
わ
っ
て
し
ま

っ
た
間
違
っ
た
情
報
」
で
、
ド

ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

連
呼
す
る
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
」
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
の
影
響
、

陰
謀
説
の
拡
散
を
象
徴
し
て
い

る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙
は

同
サ
イ
ト
の
発
表
に
「
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
就
任
か
ら
今
年
10

月
30
日
ま
で
で
、
６
４
２
０
件

の
虚
偽
ま
た
は
誤
解
を
招
く
発

言
を
し
た
」
と
い
う
独
自
の
分

析
を
論
及
し
て
い
る
。

同
サ
イ
ト
で
は
ま
た
、m

is-
in

form
ation

とd
isin

for-
m

ation

（
故
意
に
流
さ
れ
た

偽
り
の
情
報
、
操
ら
れ
た
談
話

や
真
実
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
）
の

違
い
、
映
画
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ

ン
サ
ー
」
や
「
ク
レ
イ
ジ
ー
・

リ
ッ
チ
！
」
の
大
ヒ
ッ
ト
を
説

明
す
る
「represen

tation

（
上
演
、
制
作
）
」
、
ブ
レ
ッ

ド
・
カ
バ
ノ
ー
氏
が
連
邦
最
高

裁
判
所
判
事
に
指
名
さ
れ
た
過

程
や#

M
eT

oo

運
動
を
含
む
国

内
情
勢
を
示
す
「backlash

（
反
発
）
」
な
ど
も
今
年
の
こ
と

ば
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。

辞書サイトが選出

今年の言葉

「misinformation」

Ｎ
Ｙ

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
は
12
日

（
水
）
午
後
７
時
か
ら
、
グ
ロ

ー
バ
ル
ラ
ボ
（
８
番
街
５
４
５

番
地
14
階
）
で
第
47
回
月
次
定

例
会
を
開
催
す
る
。

今
回
は
今
年
９
月
に
ジ
ャ
ズ

の
メ
ッ
カ
「
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
」

で
の
ワ
ン
マ
ン
ラ
イ
ブ
を
行
っ

た
作
曲
家
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
宮

嶋
み
ぎ
わ
さ
ん
を
招
き
、
「
年

末
特
別
企
画
！

大
所
帯
ジ
ャ

ズ
が
で
き
る
ま
で
〜
音
の
仕
組

み
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ヒ
ミ

ツ
」
と
題
し
た
講
演
。
ビ
ッ
ク

バ
ン
ド
の
作
曲
法
な
ど
、
ラ
イ

ブ
映
像
と
共
に
話
を
聞
く
。
講

演
後
は
懇
親
会
も
開
催
。

参
加
費
は
一
般
15
ド
ル
、
学

生
・
会
員
は
10
ド
ル
（
当
日
現

金
に
て
支
払
う
、
要
学
生
証
）
。

参
加
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル

nym
banokai@

gm
ail.com

ま
た
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジw
w

w
.facebook.com

/
nym

banokai/

か
ら
。

Ｉ
Ｒ
Ａ
個
人
退
職
基
金
は
、

元
来
会
社
の
年
金
制
度
に
加
入

で
き
な
い
自
営
業
や
中
小
企
業

勤
務
者
の
た
め
に
設
け
ら
れ

た
、
退
職
後
の
資
金
形
成
の
た

め
の
貯
蓄
奨
励
制
度
で
す
。
Ｉ

Ｒ
Ａ
口
座
は
、
納
税
者
が
銀
行

な
ど
の
金
融
機
関
で
開
設
で
き

ま
す
。
口
座
に
毎
年
一
定
額
を

退
職
後
の
資
金
形
成
目
的
で
積

み
立
て
て
い
き
、
加
算
さ
れ
る

利
息
や
配
当
な
ど
の
収
益
は
非

課
税
、
拠
出
金
は
条
件
を
満
た

せ
ば
所
得
控
除
で
き
る
と
い
う

優
遇
措
置
で
す
。
従
来
型
Ｉ
Ｒ

Ａ
とR

oth
IR

A

の
二
種
類
が

代
表
的
で
あ
り
、
そ
の
他
に

SE
P

IR
A

、SIM
P

L
E

IR
A

と
呼
ば
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
拠
出
金
と
運
用

益
が
非
課
税
扱
い
、
あ
る
い
は
、

課
税
繰
り
延
べ
の
税
制
上
の
特

典
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
納

税
者
が
満
59
・
５
歳
に
達
す
る

前
に
Ｉ
Ｒ
Ａ
か
ら
分
配
を
受
け

取
る
と
、
特
定
の
例
外
を
除
い

て
、
通
常
の
所
得
税
に
加
え
て

10
％
の
早
期
分
配
税
（
罰
金
）

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

拠
出
の
原
資
は
賃
金
、
給
与
、

報
酬
、
自
営
業
収
益
な
ど
の
労

働

の

対

価

（

E
arn

ed
Incom

e

）
に
限
ら
れ
、
年
金

基
金
か
ら
の
引
き
出
し
や
利

子
、
配
当
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ

イ
ン
な
ど
の
投
資
所
得
か
ら
拠

出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

納
税
者
の
年
齢
が
70
・
５
歳
に

達
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

Ｉ
Ｒ
Ａ
や
適
格
年
金
制
度
の
基

金
か
ら
分
配
を
受
け
る
こ
と
な

く
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
基
金
に

貯
め
込
ん
で
お
く
と
、
50
％
の

最
低
分
配
税
（
罰
金
）
が
課
せ

ら
れ
ま
す
。
最
低
分
配
は
Ｉ
Ｒ

Ａ
や
適
格
年
金
制
度
の
基
金
の

額
を
納
税
者
の
推
定
生
存
年
数

で
割
っ
た
金
額
で
す
。
フ
ォ
ー

ム
５
３
２
９
で
計
算
し
ま
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

Ｉ
Ｒ
Ａ
・
年
金
基
金
の

最
低
分
配
税

697

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
12
日

宮
嶋
さ
ん
ゲ
ス
ト
に

http://www.hkateadvisors.com
https://michaeldunnlaw.com
https://www.elliman.com
http://www.terailaw.com
http://www.rostamilaw.com
https://hls-global.com
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LIVING in USA
米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察するNYライフスタイル

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
む
な

ら
ア
ッ
パ
ー
・
イ
ー
ス
ト
サ

イ
ド
、
と
い
う
人
に
は
魅
力

的
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
部
屋

だ
。
東
76
丁
目
と
１
番
街
に

建
つ
高
級
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア

ム
。
７
０
０
平
方
フ
ィ
ー
と

広
め
の
１
寝
室
ア
パ
ー
ト

は
、
既
に
仕
切
り
が
あ
り
、

２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
と
し
て
使

う
こ
と
が
で
き
る
。
南
向
き

の
明
る
い
５
階
の
部
屋
で
、

洗
濯
機
が
室
内
に
付
い
て
い

る
。
ジ
ム
、
サ
ウ
ナ
、
子
供

の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
共
有
施

設
も
充
実
し
て
い
て
、
近
く

に
は
高
級
ス
ー
パ
ー
や
公

園
、
寿
司
を
は
じ
め
と
し
た

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
外

食
に
も
便
利
だ
。

地
下
鉄
の
最
寄
り
駅
は
２

番
街
の
地
下
鉄
72
丁
目
の
Ｑ

も
し
く
は
77
丁
目
と
レ
キ
シ

ン
ト
ン
街
の
６
が
利
用
で
き

る
。
自
宅
用
に
、
購
入
後
の

賃
貸
と
し
て
貸
し
出
す
投
資

物
件
に
も
向
い
て
い
る
。
売

り
出
し
価
格
は
94
万
９
０
０

０
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４

６
・
４
３
１
・
７
３
８
７
、

Ｅ
メ
ー
ルk

ita
g
a
w
a
@

furum
oto.com

、
北
川
さ

ん
。

（
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
）

こ
の
冬
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
娯
楽
で
最
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、
ロ
ウ
ワ
ー
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
ピ
ア
17
（
サ
ウ

ス
通
り
89
番
地
）
に
仮
設
さ

れ
る
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
だ
。

い
よ
い
よ
14
日
（
金
）
に
オ

ー
プ
ン
す
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
唯
一
の

屋
上
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
。
広

さ
５
４
５
５
平
方
フ
ィ
ー
ト

と
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン

タ
ー
の
も
の
よ
り
少
し
小
さ

め
だ
が
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
、

エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
な
ど

の
摩
天
楼
な
ど
大
展
望
の
な

か
滑
る
醍
醐
味
が
味
わ
え
る
。

リ
ン
ク
横
に
は
、
軽
食
や
ア

ル
コ
ー
ル
を
楽
し
め
る
「
Ｒ

17
」
や
他
目
的
施
設
「
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
」
も
あ
る
。

３
月
末
ま
で
開
場
予
定
。

入
場
料
は
、
月
曜
か
ら
木

曜
は
14
ド
ル
、
金
曜
か
ら
日

曜
は
17
ド
ル
、
靴
レ
ン
タ
ル

料
は
８
ド
ル
。
５
歳
以
下
は

保
護
者
同
伴
で
無
料
。
ま
た
、

郵
便
番
号
１
０
０
０
４
、
１

０
０
０
５
、
１
０
０
０
６
、

１
０
０
３
８
の
住
所
の
住
民

は
、
入
場
時
に
住
所
入
り
の

身
分
証
明
書
を
提
示
す
れ
ば

入
場
料
が
４
ド
ル
安
く
な
る

割
引
特
典
が
あ
る
。
ほ
か
に

も
無
制
限
で
滑
れ
ゲ
ス
ト
パ

ス
が
つ
く
な
ど
特
典
の
あ
る

会
員
券
（
１
４
０
ド
ル
）
も

あ
る
。

月
曜
か
ら
木
曜
は
午
前
11

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
、
金

曜
は
午
前
11
時
か
ら
午
後
11

時
ま
で
、
土
曜
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
11
時
ま
で
、
日
曜

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
。

今
年
４
月
に
新
装
オ
ー
プ

ン
し
た
「
ピ
ア
17
」
に
は
今

後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
著
名

シ
ェ
フ
、
ジ
ャ
ン
・
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
チ
ャ

ン
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
カ
ル
メ

リ
ー
ニ
ら
に
よ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
も
入
る
予
定
で
、
ま
す
ま

す
お
洒
落
な
ス
ポ
ッ
ト
と
な

る
だ
ろ
う
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トw

w
w
.pier17.com

を
参
照
。

屋
上
リ
ン
ク
の

ピ
ア

17
で
滑
る

年末年始のご挨拶もEメールなどで済ませることが多くなり、
久しぶりに行った郵便局で、米国らしいホリデー飾りを見つけた。
米国郵便局（USPS)では毎年、ホワイトハウスをデザインしたホリ
デーオーナメントを販売している。今年は第33代大統領トルーマ
ンに敬意を表したデザインで、表は外観、
裏はツリーが飾られた青の間を模してい
る。同大統領に関するパンフレット付き。
ホワイトハウス歴史協会の製作。他にも
ツリーを運ぶ郵便トラック（$16.95）や
青い郵便ポスト（$10.60）、もちろんホ
リデーシーズン特製切手も販売中。
2018 White House Holiday Ornament
$24.99 
www.store.usps.com

米国記念にホワイトハウスの飾りを。

アッパーイーストサイドの香り漂う１ベッドルーム

http://kiku-ny.com
http://precious-piece.com
https://www.suhakobi.com
http://www.nikkeius.com
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http://www.sumitomo-ny.com
http://www.startsnewyork.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.taichirealty.com
http://brooklyntime.net
http://op-ed.jp
https://www.redacinc.com/
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
本
格
江
戸

前
寿
司
を
提
供
す
る
寿
司
田
本

店
（
東
49
丁
目
19
番
地
、
マ
ジ

ソ
ン
街
と
５
番
街
の
間
）
は
、

大
晦
日
31
日
（
日
）
に
引
き
渡

し
限
定
の
「
年
越
し
寿
司
」
を

４
人
前
１
２
０
ド
ル
（
税
別
）

で
特
別
提
供
す
る
。
内
容
は
、

中
ト
ロ
、
ウ
ニ
、
イ
ク
ラ
、
ボ

タ
ン
エ
ビ
な
ど
が
入
っ
た
寿
司

田
特
製
の
江
戸
前
寿
司
セ
ッ
ト

の
特
別
版
。
予
約
は
24
日
（
月
）

午
後
10
時
ま
で
、
電
話
２
１

２
・
７
５
８
・
２
７
０
０
で
受

け
付
け
る
。
寿
司
の
引
き
渡
し

は
、
31
日
（
日
）
正
午
か
ら
午

後
５
時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
同
店
で
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
当
日
の
25
日
（
火
）
に
特
別

限
定
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
２
人

前
盛
り
合
わ
せ
ペ
ア
セ
ッ
ト
を

提
供
す
る
。
握
り
14
貫
と
巻
物

２
本
（
２
人
分
）
と
、
茶
碗
蒸

し
、
お
椀
、
デ
ザ
ー
ト
が
そ
れ

ぞ
れ
つ
い
て
85
ド
ル
（
税
別
）

と
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
で
お

得
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
事

前
予
約
が
望
ま
し
い
。

寿
司
田
は
１
９
８
５
年
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
を
開
業
。
食
文

化
の
「
世
界
の
か
け
橋
」
ト
な

る
べ
く
、
季
節
感
を
感
じ
る
新

鮮
な
「
旬
」
の
素
材
に
こ
だ
わ

り
、
磨
き
抜
か
れ
た
日
本
の
伝

統
調
理
技
術
で
あ
る
「
本
場
の

寿
司
」
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
サ
イ
ト

sushiden.com

（
※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
）

寿
司
田
本
店
か
ら
皆
様
に

大晦日の

年越し寿司

12
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
は

今
年
も
大
晦
日
の
東
部
時
間
午

前
５
時
の
「
ニ
ュ
ー
ス
７
」
か

ら
、
「
紅
白
歌
合
戦
」
「
ゆ
く
年

く
る
年
」
「
今
夜
も
生
で
さ
だ

ま
さ
し
」
ま
で
７
時
間
半
、
日

本
と
同
時
放
送
す
る
。
「
紅
白

歌
合
戦
」
と
「
ゆ
く
年
く
る
年
」

は
東
部
時
間
午
後
９
時
か
ら
も

再
放
送
さ
れ
る
。

今
月
の
映
画
は
話
題
の
３
作

が
登
場
。
堺
雅
人
と
高
畑
充
希

共
演
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
大
作

「
デ
ィ
ス
テ
ニ
ー

鎌
倉
も
の
が

た
り
」
、
司
馬
遼
太
郎
の
名
作

を
岡
田
准
一
、
役
所
広
司
、
有

村
架
純
ら
で
映
画
化
し
た
「
関

ヶ
原
」
、
長
谷
川
博
己
、
竹
野

内
豊
、
石
原
さ
と
み
ら
が
出
演

し
た
大
ヒ
ッ
ト
作
「
シ
ン
・
ゴ

ジ
ラ
」
を
放
映
す
る
。

ド
ラ
マ
は
昨
年
放
送
し
て

大
好
評
だ
っ
た
「
ア
シ
ガ
ー

ル
」
が
、
「
特
集
ド
ラ
マ

ア
シ

ガ
ー
ル
〜
超
時
空
コ
メ
デ
ィ

再
び
〜
」
と
し
て
帰
っ
て
く

る
ほ
か
、
松
嶋
菜
々
子
主
演

の
サ
ス
ペ
ン
ス
「
誘
拐
法
廷
〜

セ
ブ
ン
デ
イ
ズ
〜
」
、
真
木
よ

う
子
が
弁
護
士
役
に
挑
む
「
炎

上
弁
護
人
」
、
人
気
時
代
劇
シ

リ
ー
ズ
「
必
殺
仕
事
人
２
０
１

８
」
も
登
場
。
ま
た
「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ー

パ
ー
ラ
イ
ブ
」
を
は
じ
め
、
年

末
特
別
番
組
も
盛
り
だ
く
さ

ん
。
　tvjapan.net

テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

大
晦
日
に
紅
白
同
時
放
送

茶菴クリスマス

ケーキ受付中

予約20日まで

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
と

抹
茶
の
２
種
類

茶
菴
（
東
９
丁
目
２
３
０
番

地
２
階
）
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
フ
パ

テ
ィ
シ
エ
が
作
る
茶
菴
特
製
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
が
、
20
日

（
木
）
ま
で
の
完
全
予
約
制
で
販

売
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ー
キ
は
ス

ト
ロ
ベ
リ
ー
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ

（
36
ド
ル
）
と
抹
茶
ガ
ト
ー
シ
ョ

コ
ラ
（
38
ド
ル
）
の
２
種
類
。

と
も
に
６
イ
ン
チ
。
受
け
取
り

可
能
日
は
22
日
（
土
）
か
ら

24

日
（
月
）
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約
は
電
話

２
１
２
・
２
２
８
・
８
０
３
０
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

chaan-
teahouse.com

ま
で
。

作
り
方

①

フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
を
入

れ
て
ホ
タ
テ
を
両
面
焼
く
。

②

き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
、
黄
色

パ
プ
リ
カ
、
黄
色
ト
マ
ト
を
１

セ
ン
チ
角
に
切
る
。
ア
ボ
カ
ド

は
種
を
取
り
除
き
、
皮
を
と
り
、

１
セ
ン
チ
角
に
切
り
、
レ
モ
ン

を
絞
る
。

③

ボ
ウ
ル
に
②
の
野
菜
を
入
れ

て
、
塩
、
胡
椒
を
振
る
。
ホ
ワ

イ
ト
バ
ル
サ
ミ
コ
大
２
を
加
え

て
混
ぜ
る
。

④

皿
に
③
の
野
菜
を
盛
り
、
中

央
に
ホ
タ
テ
を
の
せ
る
。

材料（４人分）

生ホタテ...................................４個　　

バター.........................................大１

きゅうり...................................１本

トマト.........................................１個

アボカド...................................１個

黄色パプリカ.......................１個　

黄色トマト.............................１個

レモン.........................................半分

ホワイトバルサミコ.....大２

千葉真知子の

ART COOKING

25
日
限
定

Ｘ
マ
ス
ペ
ア
で

ホ
タ
テ
の
バ
タ
ー
焼
き

色
ど
り
野
菜
添
え

紅白歌合戦より  ©NHK

一
足
先
に
気
分
は
正
月

http://sushiden.com/
https://www.iace-usa.com


４
年
前
、
メ
キ
シ
コ
の
ユ
カ

タ
ン
半
島
に
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
地

カ
ン
ク
ン
へ
主
人
と
行
っ
た

際
、
そ
こ
か
ら
船
で
30
分
ほ
ど

の
島
、
イ
ス
ラ
・
ム
ヘ
ー
レ
ス

へ
日
帰
り
で
遊
び
に
行
っ
た
。

ま
ぶ
し
い
太
陽
の
下
、
ゴ
ル
フ

カ
ー
ト
で
ド
ラ
イ
ブ
し
た
島
の

様
子
が
忘
れ
ら
れ
な
く
て
必
ず

ま
た
来
よ
う
と
思
っ
た
。
４
年

経
ち
、
わ
ず
か
２
泊
３
日
の
旅

だ
が
や
っ
と
そ
の
時
が
来
た
。

イ
ス
ラ
・
ム
ヘ
ー
レ
ス
は
、

カ
ン
ク
ン
の
東
に
位
置
す
る
人

口
１
万
２
千
人
ほ
ど
の
小
さ
な

島
。
「
イ
ス
ラ
」
は
ス
ペ
イ
ン

語
で
「
島
」
を
、
「
ム
ヘ
ー
レ

ス
」
は
「
女
性
た
ち
」
を
意
味

す
る
。
南
北
に
８
キ
ロ
、
東
西

に
１
キ
ロ
に
も
満
た
な
い
細
長

い
島
で
、
こ
こ
に
行
く
に
は
ま

ず
飛
行
機
で
カ
ン
ク
ン
ま
で
、

そ
こ
か
ら
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
が

あ
る
プ
エ
ル
ト
・
フ
ア
レ
ス
に

移
動
す
る
。
実
は
我
々
は
前
回

カ
ン
ク
ン
空
港
で
、
タ
ク
シ
ー

業
者
を
装
っ
た
者
か
ら
ぼ
っ
た

く
り
に
あ
っ
て
い
る
。
今
回
は

絶
対
に
同
じ
間
違
い
を
犯
し
て

は
な
ら
な
い
。

入
国
審
査
を
終
え
て
空
港
の

出
口
付
近
に
行
く
。
大
勢
の
人

間
が
「
タ
ク
シ
ー
」
と
呼
び
か

け
て
く
る
の
を
無
視
、
そ
の
ま

ま
真
っ
す
ぐ
突
き
進
む
と
、
予

約
し
て
い
たU

SA
T
ransfer

と
い
う
会
社
の
看
板
を
持
つ
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
の
男
性
２
人
が

立
っ
て
い
て
ホ
ッ
と
し
た
。
こ

の
会
社
は
予
約
時
に
「
タ
ク
シ

ー
会
社
に
電
話
を
か
け
て
あ
げ

る
と
近
寄
っ
て
く
る
人
物
に
注

意
」
と
い
う
警
告
と
、
ス
タ
ッ

フ
が
ど
ん
な
服
装
で
ど
こ
で
待

っ
て
い
る
か
が
分
か
る
ビ
デ
オ

を
送
っ
て
く
れ
て
い
た
。
ぼ
っ

た
く
り
被
害
に
あ
っ
て
い
る
人

が
、
そ
れ
だ
け
多
い
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。

無
事
イ
ス
ラ
・
ム
ヘ
ー
レ
ス

行
き
の
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
た
。

午
後
４
時
で
も
気
温
は
26
度
。

心
地
よ
い
海
風
を
感
じ
て
い
る

と
、
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
が
始

ま
っ
た
。
奏
で
ら
れ
る
ラ
テ
ン

の
リ
ズ
ム
に
思
わ
ず
体
が
動

き
、
よ
う
や
く
自
分
が
メ
キ
シ

コ
に
い
る
と
実
感
す
る
。

フ
ェ
リ
ー
を
下
り
、
歩
い
て

15
分
ほ
ど
に
あ
る
島
の
最
北
端

の
ホ
テ
ル
に
到
着
。
エ
メ
ラ
ル

ド
グ
リ
ー
ン
の
海
の
中
に
立
つ

そ
の
ホ
テ
ル
は
細
い
橋
で
島
と

つ
な
が
っ
て
い
て
、
ま
る
で
も

う
一
つ
の
島
の
よ
う
だ
。
気
も

そ
ぞ
ろ
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
た

後
、
人
気
の
な
い
夕
暮
れ
の
海

に
ド
ボ
ン
と
飛
び
込
ん
だ
。
観

光
客
で
賑
わ
う
カ
ン
ク
ン
よ

り
、
素
朴
で
ど
こ
か
寂
し
気
な

こ
の
海
が
、
私
達
に
は
ち
ょ
う

ど
い
い
。

オ
ー
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

な
の
で
、
ホ
テ
ル
で
は
飲
み
放

題
、
食
べ
放
題
だ
。
前
回
カ
ン

ク
ン
で
私
は
、
セ
ビ
ッ
チ
ェ
を

食
べ
て
お
腹
を
壊
し
て
い
る
。

今
回
は
海
産
物
は
避
け
、
体
調

に
万
全
を
期
さ
ね
ば
。

２
日
目
、
イ
ル
カ
と
遊
べ
る

「
ド
ル
フ
ィ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
」
へ
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
で
向

か
っ
た
。
胸
ビ

レ
に
つ
か
ま
る

と
、
引
っ
張
っ

て
一
緒
に
泳
い

で
く
れ
る
イ
ル

カ
が
可
愛
く
て

し

ょ

う

が

な

い
。
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
は
、
ボ

ー
ド
に
つ
か
ま

っ
た
状
態
で
浮

い
て
い
る
私
の

足
を
２
頭
の
イ

ル
カ
が
押
し
て

運
ん
で
く
れ
る

と
い
う
も
の
だ

っ
た
が
、
こ
の

日
は
強
風
で
潮
の
流
れ
も
速

く
、
泳
ぎ
の
下
手
な
私
は
ど
ん

ど
ん
流
さ
れ
た
。
あ
た
ふ
た
す

る
私
の
足
を
押
せ
な
い
と
判
断

し
た
イ
ル
カ
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
し

ま
っ
た
。
「
ご
め
ん
ね
イ
ル
カ

さ
ん
。
私
が
不
甲
斐
な
い
ば
っ

か
り
に
…
」
と
詫
び
な
が
ら
、

今
度
は
決
し
て
足
を
動
か
さ
な

い
と
覚
悟
し
た
私
の
足
を
、
イ

ル
カ
は
２
度
目
の
挑
戦
で
も
の

す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
押
し
て
く

れ
た
。

そ
こ
か
ら
カ
ー
ト
で
さ
ら
に

南
へ
進
み
、
マ
ヤ
遺
跡
が
望
め

る
プ
ン
タ
・
ス
ー
ル
に
到
着
。

「
プ
ン
タ
」
は
「
端
」
、
「
ス
ー

ル
」
は
「
南
」
、
島
の
最
南
端

だ
。
遺
跡
の
上
の
カ
フ
ェ
で
一

休
み
中
に
、
主
人
が
「
こ
こ
来

た
こ
と
が
あ
る
気
が
す
る
」
と

言
う
の
で
、
「
前
世
で
来
た
ん

じ
ゃ
な
い
の
」
と
茶
化
し
て
い

る
う
ち
に
、
確
か
に
４
年
前
の

日
帰
り
旅
行
の
際
に
立
ち
寄
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
、
二
人
で

苦
笑
。
遺
跡
を
見
下
ろ
し
な
が

ら
、
前
回
よ
り
少
し
だ
け
贅
沢

な
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

過
ご
し
た
。

ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
私
達
は
、

シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
手
に
桟
橋
か

ら
海
に
飛
び
込
ん
だ
。
透
明
な

海
の
中
の
た
く
さ
ん
の
魚
に
夢

中
に
な
っ
て
い
る
と
、
い
た
ず

ら
好
き
の
主
人
が
何
や
ら
合
図

を
し
て
い
る
。
そ
の
手
の
先
に

海
藻
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、

触
る
と
紫
色
の
液
体
が
出
て
き

た
。
後
で
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、

「
ア
メ
フ
ラ
シ
」
と
い
う
生
き

物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
触
ら

ず
に
じ
っ
く
り
観
察
す
れ
ば
よ

か
っ
た
と
、
後
悔
し
た
。

夕
食
で
、
ス
テ
ー
キ
の
横
に

つ
い
て
い
た
唐
辛
子
を
食
べ
て

絶
句
し
た
。
辛
い
の
が
大
好
き

な
私
が
一
瞬
凍
る
ほ
ど
の
辛
さ

だ
！

皿
を
下
げ
に
来
た
ウ
エ

イ
タ
ー
が
、
半
分
だ
け
残
る
唐

辛
子
を
見
て
、
「
そ
れ
は
メ
キ

シ
コ
人
で
も
食
べ
な
い
よ
！
」

と
目
を
覆
っ
た
。
案
の
定
、
そ

の
晩
か
ら
お
腹
を
壊
し
た
。
セ

ビ
ッ
チ
ェ
の
次
は
唐
辛
子
か
。

メ
キ
シ
コ
、
恐
る
べ
し
。

最
終
日
は
、
こ
の
旅
一
番
の

晴
天
で
一
番
き
れ
い
な
海
だ
っ

た
が
、
体
調
不
良
の
私
は
海
に

入
れ
ず
た
だ
見
つ
め
る
だ
け
だ

っ
た
。
別
に
い
い
。
ま
た
来
れ

ば
い
い
。
こ
ん
な
美
し
い
島
に

も
う
来
な
い
な
ど
と
い
う
選
択

肢
は
、
始
め
か
ら
無
い
の
だ
。
　
　

（
櫻
井
真
美
、
写
真
も
）
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先
日
、
中
国
・
福
建
省
の
福

州
で
中
国
博
物
館
大
会
が
あ

り
、
林
則
徐
紀
念
館
を
訪
問
し

て
き
ま
し
た
。
世
界
史
を
勉
強

し
た
人
で
林
則
徐
（
１
７
８
５

〜
１
８
５
０
）
の
名
前
を
知
ら

な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

清
廉
潔
白
な
清
朝
の
官
僚
の
代

表
と
し
て
中
国
で
は
と
て
も
人

気
が
あ
り
ま
す
。
福
州
は
林
則

徐
の
出
身
地
で
、
市
内
に
は
彼

の
故
居
や
紀
念
館
、
家
母
故
居

等
が
あ
り
、
彼
の
銅
像
も
随
所

に
立
っ
て
い
ま
す
。
林
則
徐
は
、

清
の
地
方
官
を
歴
任
し
て
お

り
、
詩
人
で
も
あ
り
、
宣
南
詩

社
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で

し
た
。
１
８
３
７
年
に
は
湖
広

総
督
に
抜
擢
さ
れ
、
１
８
３
０

年
代
か
ら
ア
ヘ
ン
の
害
の
拡
大

と
銀
の
流
出
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
た
時
、
ア
ヘ
ン
厳
禁
論
を

道
光
帝
に
進
言
し
、
信
任
を
受

け
、
38
年
、
欽
差
大
臣
（
特
別

な
使
命
を
持
っ
て
皇
帝
か
ら
任

命
さ
れ
た
大
臣
）
と
し
て
ア
ヘ

ン
密
貿
易
を
根
絶
す
る
た
め
広

州
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
翌
年
、

林
則
徐
は
イ
ギ
リ
ス
商
人
か
ら

ア
ヘ
ン
を
没
収
し
、
２
万
箱
を

虎
門
海
岸
で
破
棄
し
た
の
で

す
。
こ
れ
に
対
し
イ
ギ
リ
ス
は

強
く
抗
議
し
、
40
年
に
遠
征
軍

を
派
遣
し
て
海
上
か
ら
威
圧
し

ま
す
。
驚
い
た
清
朝
政
府
は
林

則
徐
を
罷
免
し
ま
す
が
、
イ
ギ

リ
ス
は
攻
撃
を
止
め
ず
、
ア
ヘ

ン
戦
争
が
勃
発
し
ま
し
た
。
林

則
徐
の
後
任
と
な
っ
た
キ
シ
ャ

ン
（
琦
善
）
に
低
姿
勢
で
臨
ん

だ
結
果
、
清
が
大
幅
に
譲
歩
し

た
南
京
条
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な

り
、
香
港
が
割
譲
さ
れ
ま
し
た
。

「
ア
ヘ
ン
戦
争
が
な
け
れ
ば
香

港
は
イ
ギ
リ
ス
に
割
譲
さ
れ
な

か
っ
た
」
と
い
う
展
示
は
印
象

的
で
し
た
。
欽
差
大
臣
を
解
任

さ
れ
た
林
則
徐
は
、
西
域
辺
境

の
新
疆
の
イ
リ
に
左
遷
さ
れ
ま

す
が
、
彼
は
こ
こ
で
農
地
改
革

を
行
い
、
善
政
を
布
い
た
事
で

住
民
か
ら
慕
わ
れ
ま
す
。
林
則

徐
に
と
っ
て
も
こ
の
場
所
で
南

下
す
る
ロ
シ
ア
帝
国
の
脅
威
を

実
見
で
き
た
事
は
大
き
な
収
穫

で
あ
り
、
進
士
の
後
輩
に
対
し

「
将
来
清
の
最
大
の
脅
威
と
な

る
の
は
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
む
し

ろ
ロ
シ
ア
だ
ろ
う
」
と
言
い
残

し
、
こ
れ
が
後
の
左
宗
棠
ら
の

塞
防
派
を
形
作
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
事
実
、
イ
リ
は
１
８
７

１
年
７
月
に
ロ
シ
ア
に
占
領
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
８
４
９
年
に

隠
棲
し
ま
す
が
、
太
平
天
国
の

乱
が
勃
発
す
る
と
召
し
出
さ

れ
、
再
び
太
平
天
国
に
対
す
る

欽
差
大
臣
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
任
地
に
赴
く
道
中

に
普
寧
で
病
死
し
ま
し
た
。

さ
て
、
福
州
の
観
光
名
所
で

あ
る
「
三
坊
七
巷
」
の
す
ぐ
近

く
に
林
則
徐
紀
念
館
が
あ
り
、

「
林
文
忠
公
祠
」
と
書
か
れ
た

門
か
ら
入
り
ま
す
。
敷
地
面
積

は
３
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
、
中
に
は
義
門
庁
、
御
碑

亭
、
南
北
花
庁
、
曲
尺
楼
、
竹

柏
軒
な
ど
の
主
要
建
築
が
立
ち

並
ん
で
お
り
、
江
南
園
林
の
雰

囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
祠
庁

に
は
林
則
徐
の
官
服
姿
の
彫
像

が
立
っ
て
お
り
、
そ
の
上
に
置

か
れ
た
横
額
は
道
光
帝
に
よ
る

揮
毫
で
「
福
寿
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
曲
尺
楼
は
展
示
室
に

な
っ
て
お
り
、
林
則
徐
直
筆
の

書
や
愛
用
し
た
印
章
、
墨
、
印

鑑
箱
、
彫
刻
板
等
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
古
式
二
階
建
て
の

楼
閣
構
造
の
竹
柏
軒
は
視
聴
覚

機
器
を
用
い
た
教
育
の
場
と
し

て
展
示
、
劇
映
画
、
ド
ラ
マ
や

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
放
映
さ

れ
て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
展
示

だ
け
で
な
く
、
彼
の
功
績
に
ち

な
ん
で
、
一
室
は
完
全
に
現
代

の
薬
物
禁
止
教
育
の
場
に
も
な

っ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で

し
ょ
う
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第287回

メ
キ
シ
コ
最
東
端
の
島
　
イ
ス
ラ
・
ム
ヘ
ー
レ
ス

林則徐紀念館

忘
れ
ら
れ
な
い
美
し
い
島
へ
再
び

どこまでも浅瀬の続く海

ホ
テ
ル
の
あ
ち
こ
ち
に
フ

リ
ー
ダ
・
カ
ー
ロ
の
顔
が

島の最北端のホテル

http://top.his-usa.com/
http://amnet-usa.com
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バ
ー
ゲ
ン
郡
フ
ォ
ー
ト
リ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

広
場
で
11
月
29
日
夜
、
ホ
リ
デ

ー
ツ
リ
ー
点
灯
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
12
年
前
に
同

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
当
時
は
ツ
リ
ー
も
小

さ
く
、
会
場
に
集
ま
っ
た
客
も

１
０
０
人
程
度
の
も
の
だ
っ

た
。
し
か
し
、
年
々
イ
ベ
ン
ト

内
容
が
派
手
に
豪
華
に
な
り
、

地
元
住
民
だ
け
で
な
く
噂
を
聞

い
た
近
隣
市
町
民
も
集
ま
る
一

大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
今
年
は

４
０
０
０
〜
５
０
０
０
人
も
の

観
衆
が
広
場
を
埋
め
尽
く
し

た
。

今
年
も
豪
勢
で
、
数
種
類
の

移
動
遊
園
地
風
の
乗
り
物
に
無

料
で
乗
れ
る
ほ
か
、
温
か
い
飲

み
物
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
プ
レ

ッ
ツ
ェ
ル
な
ど
の
ス
ナ
ッ
ク
、

パ
ー
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
や
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
も
す
べ
て
無
料
で

来
場
者
に
振
る
舞
わ
れ
た
。

舞
台
で
の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
披
露
の
あ
と
、
午
後

７
時
30
分
に
い
よ
い
よ
ツ
リ
ー

点
灯
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
。
そ

し
て
、
同
セ
ン
タ
ー
広
場
の
壁

面
い
っ
ぱ
い
に
設
置
さ
れ
た
電

飾
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
で

盛
り
上
が
っ
た
あ
と
、
こ
の
日

の
主
役
サ
ン
タ
が
消
防
車
に
乗

っ
て
派
手
に
登
場
す
る
と
、
小

さ
い
子
供
た
ち
か
ら
大
き
な
歓

声
が
あ
が
っ
た
。
そ
の
後
、
舞

台
で
は
サ
ン
タ
と
子
供
た
ち
の

撮
影
会
も
あ
り
、
会
場
は
夜
遅

く
ま
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
橋
へ

の
ハ
イ
ウ
ェ
ー
の
大
渋
滞
を
避

け
る
た
め
の
抜
け
道
と
し
て
、

手
前
の
町
レ
オ
ニ
ア
の
一
般
道

に
車
が
溢
れ
、
通
学
時
の
子
供

た
ち
が
危
険
な
目
に
あ
っ
た
り

住
民
の
車
で
の
通
行
に
支
障
が

出
て
い
る
と
し
て
、
同
市
が
今

年
２
月
か
ら
実
施
し
た
「
住
民

以
外
の
車
両
は
３
本
の
幹
線
道

以
外
の
60
の
一
般
道
に
進
入
禁

止
」
（
違
反
車
は
２
０
０
ド
ル

の
罰
金
）
と
い
う
法
案
は
、
実

施
後
も
物
議
を
醸
し
て
い
た

（
本
紙
１
月
、
２
月
の
Ｎ
Ｊ
ロ

ー
カ
ル
面
既
報
）
。
他
市
の
車

が
通
勤
な
ど
で
同
市
を
通
る
際

に
余
計
な
時
間
が
か
か
っ
た
り

前
よ
り
渋
滞
が
酷
く
な
っ
た
と

い
う
不
満
の
声
が
続
出
し
た

り
、
不
便
に
な
っ
た
た
め
に
同

市
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
店
舗
の
来

客
数
が
激
減
す
る
な
ど
地
元
の

店
舗
か
ら
も
反
対
の
デ
モ
が
相

次
い
で
い
た
。
他
市
の
住
民
か

ら
も
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
、
８
月

に
は
同
市
が
敗
訴
す
る
ケ
ー
ス

も
出
て
、
結
局
こ
の
ロ
ー
カ
ル

交
通
法
は
一
旦
廃
止
と
な
っ

た
。
11
月
に
は
、
２
月
に
各
一

般
道
に
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
の

「
住
民
以
外
進
入
禁
止
」
の
道

路
標
識
は
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
で

覆
わ
れ
、
他
地
域
か
ら
来
た
車

も
以
前
の
よ
う
に
一
般
道
を
通

行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

レ
オ
ニ
ア
の
通
行
規
制

不
評
で
取
り
止
め
に

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の
ツ
リ
ー

点
灯
式
は
大
盛
況

【
ポ
ー
ラ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
】

季
節
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め

た
観
光
鉄
道
を
運
行
し
て
い
る

「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
・
リ
バ
ー
・
レ

イ
ル
ロ
ー
ド
・
エ
ク
ス
カ
ー
ジ

ョ
ン
」
で
は
、
こ
の
時
期
は

「
ザ
・
ポ
ー
ラ
ー
・
エ
ク
ス
プ

レ
ス
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
る
。
電
飾
が
施
さ
れ

た
列
車
に
乗
り
込
み
、
フ
ィ
リ

ッ
プ
ス
バ
ー
グ
駅
を
出
発
し
て

１
時
間
45
分
の
鉄
道
の
旅
を
楽

し
む
。

道
中
、
同
名
の
映
画
を
観
た

り
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や
歌
手
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
る
。
そ

し
て
、
サ
ン
タ
が
各
席
を
回
り
、

子
供
た
ち
と
の
撮
影
会
な
ど
も

楽
し
め
る
。
駅
の
住
所
は
、

9
9

 
E

lizab
eth

S
t.,

Phillipsburg, N
J

。
本
紙
発

行
日
以
降
の
運
行
日
は
、
12
月

７
、
９
、
14
、
15
、
16
日
。
金

曜
は
午
後
６
時
と
８
時
。
土
曜

は
午
後
２
時
、
４
時
、
６
時
、

８
時
。
日
曜
は
午
後
２
時
、
４

時
、
６
時
。
料
金
は
子
供
32
ド

ル
、
大
人
42
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト

は
前
売
り
制
。
購
入
は
同
鉄
道

の

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

か

ら

。
877trainride.com

【
ダ
ッ
チ
・
ク
リ
ス
マ
ス
】

独
立
戦
争
時
に
ワ
シ
ン
ト
ン

将
軍
の
本
隊
が
本
陣
と
し
て
使

用
し
た
史
跡
建
造
物
「
ザ
・
デ

イ
・
マ
ン
シ
ョ
ン
」
（1

9
9

T
otow

a
R

d., W
ay

ne
N

J

）

で
は
８
日
と
９
日
の
午
前
11
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
当
時
の

オ
ラ
ン
ダ
移
民
に
よ
る
ホ
リ
デ

ー
シ
ー
ズ
ン
を
再
現
し
た
「
ダ

ッ
チ
・
ク
リ
ス
マ
ス
」
を
開
催

す
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
に
よ
る

砲
術
の
実
演
、
レ
ー
ス
刺
繍
や

敷
物
織
り
の
実
演
を
は
じ
め
、

18
世
紀
の
音
楽
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
楽
し
む
。
入
場
料
は
５

ド

ル

。

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

は

dey
m

ansion.org

【
ラ
リ
タ
ン
バ
レ
ー
・
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
】

ラ
リ
タ
ン
バ
レ
ー
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（1

1
8

L
am

in
g

to
n

R
d

.,
B

ranchburg, N
J

）
が
所
有

す
る
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
シ
ス

テ
ム
と
１
０
０
席
の
観
客
席
を

誇
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
毎
土

曜
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、

12
月
15
日
と
22
日
に
は
ホ
リ
デ

ー
シ
ー
ズ
ン
向
け
の
特
別
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
エ
イ
リ
ア
ン
・
フ

ー
・
ス
ト
ー
ル
・
ク
リ
ス
マ

ス
」
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
ワ
ン
ダ

ー
・
ラ
イ
ツ
」
「
ミ
ス
テ
リ

ー
・
ア
ッ
ト
・
ザ
・
ノ
ー
ス
・

ポ
ー
ル
」
を
上
映
す
る
。
料
金

は
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
10
ド
ル
、
同

日
に
２
つ
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

見
る
場
合
は
２
つ
目
は
20
％
引

き
と
な
る
。

上
映
時
間
（
そ
れ
ぞ
れ
約
40

分
間
）
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参

照
。raritanval.edu

【
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
ク
ル
ー
ズ

「
大
晦
日
花
火
と
デ
ィ
ナ
ー
ク

ル
ー
ズ
」
】

Ｎ
Ｙ
湾
の
観
光
ク
ル
ー
ズ
で

お
馴
染
み
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
ク

ル
ー
ズ
は
、
大
晦
日
12
月
31
日
、

新
年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
花
火

大
会
を
船
上
で
堪
能
す
る
デ
ィ

ナ
ー
ク
ル
ー
ズ
を
運
航
す
る
。

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
の
デ
ィ
ナ
ー

や
オ
ー
プ
ン
バ
ー
を
楽
し
ん
だ

あ
と
は
、
Ｄ
Ｊ
が
盛
り
上
げ
て

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
も
行

わ
れ
る
。
そ
し
て
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
と
共
に
、
自
由
の
女
神
の

バ
ッ
ク
に
上
が
る
感
動
的
な
花

火
大
会
を
楽
し
め
る
。
乗
船
時

間
は
午
後
９
時
、
ハ
ド
ソ
ン
川

沿
い
のL

incoln
H

arbor

で
。

ク
ル
ー
ズ
は
、
午
後
10
時
か
ら

元
旦
の
午
前
１
時
ま
で
。
料
金

１
人
２
６
９
ド
ル
90
セ
ン
ト
か

ら

。

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

は

、

spiritcruises.com

家
族
で
楽
し
む
ホ
リ
デ
ー
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活デジタル版」
スマートフォンやタブレットからも

紙面を丸ごと読めます！

バックイシューもご活用下さい。

www.nyseikatsu.com

http://jmart-usa.com/en/
http://www.meiseimotors.com
http://asunarokokusai.blogspot.com
https://japaneseschool.org
http://www.jwsnj.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com


人
間
の
感
情
を
テ
ー
マ
に
、

花
と
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
モ
チ
ー

フ
に
絵
を
描
く
画
家
だ
。
花
は

地
面
か
ら
水
分
を
吸
収
し
て
太

陽
に
向
か
っ
て
い
く
。
人
間
も

憧
れ
と
か
美
し
さ
を
求
め
て
花

を
愛
お
し
く
思
う
生
き
物
。
人

間
の
感
情
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
よ

う
な
も
の
は
得
意
で
は
な
い

が
、
ま
た
そ
う
い
う
も
の
を
持

た
な
く
て
は
生
き
て
行
け
な
い

の
が
人
間
社
会
。
そ
の
は
か
な

さ
を
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
の
天
井

か
ら
客
観
視
し
て
い
る
シ
ャ
ン

デ
リ
ア
に
託
し
見
つ
め
る
。

ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
キ
ャ
ン

バ
ス
に
大
き
な
凹
凸
を
作
り
そ

の
乾
い
た
上
か
ら
油
絵
の
具
を

垂
ら
し
て
い
く
。
重
力
に
吸
い

込
ま
れ
る
よ
う
に
凹
凸
を
よ
け

な
が
ら
ば
ら
ば
ら
に
流
れ
て
い

く
さ
ま
ざ
ま
な
色
。
毎
年
、
７
、

８
月
の
夏
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
南
郊
の
ニ

ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
の
ア
ト
リ

エ
に
滞
在
し
て
絵
を
描
く
。
色
、

食
べ
物
の
味
、
自
然
の
色
な
ど
、

ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
は
同
じ
も

の
を
持
ち
帰
っ
て
も
違
っ
て
見

え
る
し
、
違
う
味
に
思
え
る
の

が
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

絵
は
３
歳
の
時
に
家
の
近
所

に
い
た
女
流
画
家
が
主
宰
し
て

い
た
お
絵
描
き
教
室
か
ら
。
ピ

ア
ノ
、
水
泳
、
乗
馬
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
お
稽
古
事
で
唯
一
続
い

た
の
が
絵
だ
っ
た
。
小
学
校
の

時
に
紅
葉
を
描
い
て
い
て
、
た

ま
た
ま
全
然
予
想
し
て
い
な
い

絵
の
具
が
画
用
紙
の
上
に
落
ち

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
「
ど
う

し
て
紘
子
ち
ゃ
ん
、
そ
ん
な
色

を
置
け
る
の
」
と
背
後
か
ら
友

人
に
驚
か
れ
て
誉
め
ら
れ
た
。

予
想
し
な
い
決
め
ら
れ
た
色
で

は
な
い
色
を
置
く
こ
と
で
全
く

別
の
新
し
い
世
界
が
広
が
る
こ

と
を
そ
の
時
知
っ
た
。

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
一
貫

教
育
の
聖
心
女
子
学
院
に
在
籍

し
、
中
学
か
ら
造
形
専
門
学
校

に
も
通
っ
て
デ
ッ
サ
ン
を
勉
強

し
た
。
近
畿
大
学
に
進
ん
だ
が
、

東
京
藝
大
を
諦
め
切
れ
ず
に
大

学
院
受
験
し
て
合
格
。
東
京
藝

大
で
知
り
合
っ
た
多
く
の
友
人

た
ち
は
「
皆
さ
ん
高
い
目
標
で

活
動
し
て
い
る
の
で
そ
の
姿
を

見
て
い
て
刺
激
に
な
る
」
と
い

う
。
11
月
27
日
か
ら
12
月
１
日

ま
で
、
藝
大
の
先
輩
後
輩
と
い

う
縁
も
手
伝
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ソ
ー
ホ
ー
の
マ
ッ
ク
ス
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
初
の
Ｎ
Ｙ
個
展

を
開
催
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
は
日
米
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
招

待
客
１
５
０
人
余
り
が
詰
め
掛

け
た
。
「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

な
ホ
ワ
イ
ト
・
キ
ュ
ー
ブ
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
だ
け
で
な
く
、
病
院

や
公
共
の
場
で
ふ
と
目
に
触
れ

た
ア
ー
ト
で
人
の
心
の
中
に
も

色
を
置
け
た
ら
」
と
言
う
。
想

像
性
と
社
会
へ
の
視
線
。
多
趣

味
で
１
９
３
０
年
代
に
大
型
客

船
や
タ
ン
カ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
の

バ
ル
ブ
を
発
明
し
た
中
北
製
作

所
（
大
阪
市
）
の
創
業
者
、
曾

祖
父
、
中
北
辨
造
の
血
と
感
性

を
ア
ー
ト
の
世
界
で
い
ま
受
け

継
い
で
い
る
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

人
間
の
感
情
を
色
で
表
現
し
て
社
会
を
見
つ
め
る

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
客
人
の
装
い

今年は冬の訪れが早く、街ではクリスマスの雰囲気が一段と盛り上がっている。
ニューヨーク名所のひとつ、プラザホテルもさりげなく高級品をまとった旅行客で
賑わっている。このフレンチ・ルネッサンス・スタイルの建物は、1969年にニュ
ーヨーク市歴史建造物保存委員会のランドマークに指定され、86年には米国国定
歴史建造物となった。85年の「プラザ合意」など歴史的イベントや、『グレート・
ギャツビー』や『ホーム・アローン2』などの映画舞台にもなっている。
しかしホテルの運営は何度もの売買を繰り返し、現在はほぼ高級コンドミニアム
になっていると言われる。ホテルの部分は大幅に消滅され、現在セントラルパーク
を正面に眺められる客室はほとんどないそうだ。

（ワインスタイン今井絹江、写真も)
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◇氏名：ハリー・ルイーズ（23
歳）

◇職業：内科医
◇居住地：英国
◇着用の服：帽子はマークス＆
スペンサー、スカーフと手袋と
ジーパンはテッドベーカー、オ
ーバーはデベナムズ

◇よく利用する店：ブルーミングデ

ールズ
◇好きなブランド：テッドベー
カー

◇着こなしで気をつけているこ
と：プロフェッショナル（専門
職を持つ女性）に見えるように
装う

◇撮影場所：五番街　69丁目の
プラザホテルの入口

ストスナ
オシャレは街角から生まれる 97

NY

D
E
C
E
M
B
E
R

画家

中北紘子さん

https://crsny.org
http://www.anything.ne.jp/newyork/
http://maliliko.com
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.salon-oasis.net
http://www.idocenter.com


生
物
学
者
の
福
岡
伸
一
さ
ん

は
、
現
在
は
青
山
学
院
大
学
教

授
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
客

員
教
授
、「
生
命
と
は
何
か
」
と

動
的
平
衡
論
か
ら
問
い
直
し
た

著
書
を
多
数
発
表
し
て
い
る
。

小
説
家
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と

し
て
も
知
ら
れ
、
本
書
『
ツ
チ

ハ
ン
ミ
ョ
ウ
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
』

は
『
週
刊
文
春
』
に
連
載
し
た

エ
ッ
セ
イ
に
加
筆
し
た
一
冊
。

第
６
章
「
我
が
心
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
」
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
逸

話
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魅
力

を
綴
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
福
岡
さ
ん
は
フ
ェ

ル
メ
ー
ル
研
究
家
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
第
５
章

「
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
謎
が
解
け

た
」
に
は
、
２
０
１
５
年
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
し
た
「
リ

ク
リ
エ
イ
ト
・
フ
ェ
ル
メ
ー
ル

展
」
の
舞
台
裏
に
関
す
る
エ
ッ

セ
イ
も
収
録
。
日
本
全
国
で
大

好
評
を
博
し
た
同
展
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
の
夜
、
福
岡
さ
ん
が
展

示
の
最
後
に
飾
ら
れ
た
小
品
に

つ
い
て
「
こ
れ
の
本
物
を
所
蔵

し
て
い
る
方
が
今
日
い
ら
っ
し

ゃ
る
予
定
な
ん
で
す
」
と
話
し

て
い
た
が
、
な
る
ほ
ど
そ
の
興

奮
の
背
景
が
分
か
っ
た
。

本
書
を
紙
面
で
取
り
上
げ
た

い
、
つ
い
て
は
一
言
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
と
福
岡
さ
ん
に
お
願
い
し

た
ら
、
以
下
の
文
章
が
届
い
た
。

超
多
忙
な
の
に
超
マ
メ
、
そ
し

て
何
事
も
楽
し
そ
う
に
考
察
す

る
超
越
し
た
好
奇
心
と
洞
察
力

に
は
、
い
つ
も
な
が
ら
脱
帽
だ
。

福
岡
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や
ひ
ら

め
き
メ
モ
と
も
い
え
る
本
書
の

活
字
を
追
い
な
が
ら
想
像
力
を

広
げ
る
至
福
の
時
間
は
、
ア
ッ

と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま

っ
た
。

（
小
味
か
お
る
）

◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

最
初
に
お
断
り
し
て
お
く
と
、

本
書
は
ツ
チ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
（
カ

バ
ー
に
描
か
れ
た
青
く
光
る
美

し
い
虫
）
に
関
す
る
本
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
著
者
（
福
岡
ハ
カ

セ
）
が
、
日
々
折
々
、
気
づ
い

た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
、
出
会

っ
た
人
や
こ
と
に
つ
い
て
の
愉

快
な
エ
ッ
セ
イ
集
で
す
。
た
と

え
ば
冒
頭
の
一
話
は
、
あ
る
産

婦
人
科
の
医
師
が
外
国
に
赴
き
、

お
産
を
助
け
、
こ
と
な
き
を
得

た
物
語
。
と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん

は
、「
産
医
師
、
異
国
に
向
こ
う

産
後
厄
な
く
　
産
婦
み
や
し
ろ

に
虫
さ
ん
ざ
ん
闇
に
な
く
こ
ろ

に
や
・
・
・
」
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。
そ
う
で
す
。
円
周
率

（
パ
イ
）
を
覚
え
る
た
め
の
語
呂

合
わ
せ
歌
（3.14159265...)

。

実
は
も
っ
と
延
々
と
続
き
ま

す
。
福
岡
ハ
カ
セ
は
、
こ
の
歌

を
口
ず
さ
ん
で
い
る
う
ち
に
こ

れ
が
な
ん
だ
か
壮
大
な
ス
ト
ー

リ
ー
に
思
え
て
き
て
、
ち
ょ
っ

と
小
説
風
に
し
て
み
ま
し
た
。

名
づ
け
て
史
上
初
の
円
周
率
小

説
。
で
は
、
英
語
圏
の
人
は
ど

う
や
っ
て
円
周
率
を
覚
え
る
の

か
。
ち
ゃ
ん
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
が

あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
本
書
を

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
と
い

う
ふ
う
に
、
身
近
な
サ
イ
エ
ン

ス
、
ハ
カ
セ
が
大
好
き
な
フ
ェ

ル
メ
ー
ル
、
行
き
来
す
る
東
京

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
、
進
撃
の
魔
神
ト
ラ
ン
プ

に
つ
い
て
の
違
和
感
、
本
の
未

来
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
は
『
週
刊
文
春
』

の
人
気
連
載
エ
ッ
セ
イ
だ
っ
た

も
の
を
再
編
集
・
加
筆
し
た
も

の
な
の
で
気
軽
に
お
読
み
い
た

だ
け
ま
す
。

ち
な
み
に
最
後
に
お
断
り
し

て
お
く
と
、
ツ
チ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ

に
つ
い
て
の
物
語
も
ち
ょ
っ
と

だ
け
出
て
き
ま
す
。
こ
の
虫
は

実
に
、
不
思
議
な
、
そ
し
て
奇

跡
的
な
旅
を
し
ま
す
。
彼
ら
は
、

過
酷
で
、
成
功
す
る
は
ず
が
な

い
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
淡
々
と
身
を

委
ね
ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も

す
ば
ら
し
い
の
は
ツ
チ
ハ
ン
ミ

ョ
ウ
た
ち
の
偽
り
の
な
い
生
き

様
で
す
。
彼
ら
は
見
え
な
い
糸

に
導
か
れ
る
か
よ
う
に
、
自
分

の
運
命
を
あ
っ
さ
り
と
受
け
入

れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
孤
独
と

孤
高
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
生

き
る
す
べ
て
の
人
た
ち
に
重
な

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
（
と
い

う
の
は
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
か

な
）。

■ＪＪ 横浜ダイアリーズ（ロバート・ハリス、講談社）
横浜のインターナショナル高校に通うクォーターの青年・
JJ高原がケンカに恋に邁進する物語。作家でラジオ・ナビ
ゲーターでもある著者が生まれ育った街・横浜を舞台に、
友人や恋愛など、自らのルーツを描いた青春小説。■ひと
つむぎの手（知念実希人、新潮社）大学病院で過酷な勤務
に耐えている平良祐介は医局の最高権力者・赤石教授に3
人の研修医の指導を指示される。彼らを入局させれば念願
の心臓外科医への道が開けるが、失敗すれば道は閉ざされ
る。人として一番大切なものは何か。若き心臓外科医に課
された困難を、医師でもある著者が描く医療ミステリー。
■日銀破綻　持つべきはドルと仮想通貨（藤巻健史、幻冬
舍）ちょっとしたきっかけで日本（株・国債・円）売りは
突然始まる。日銀は国会で異次元緩和という出口なき後始
末をどう弁明しているのか。日本の借金は膨れ上がる一方、
世界や有識者からの警告が政府と日銀に届くことはない現
状。日本人はどうすれば自分の資産を守れるのか。■七月
に流れる花（恩田陸、講談社タイガ）6月に転校してきた
ミチルは終業式の日、呼ばれた子は必ず行かなければなら
ないという、夏の城への招待状を受け取る。わけがわから
ないまま参加するミチルと4人の少女たち。彼女たちはな
ぜ城に呼ばれたのか。恩田陸のダークファンタジー。■強
がらない（心屋仁之助、角川新書）他人がどう思うかなん
てコントロールできない。それならそんなことにとらわれず、取り繕うこ
ともなく、ありのままの自分をさらけ出しながら生きよう。だたし、それ
に伴った結果を引き受ける覚悟と、うまくいかなくても大丈夫という開き
直りは必須。心理カウンセラーから学ぶ、カッコ悪くて強がらない生き方
のすすめ。■叙述トリック短編集（似鳥鶏、講談社）「注意！この物語には
すべて叙述トリックが含まれております。騙されないよう、気をつけてお
読みください」と記された、前代未聞の読者への挑戦状。すべてのヒント
は文章の中に書かれているが、それでもあなたは騙されてしまうかも。思
いこみからミスリードを誘う、全編叙述トリックの短編集。（高田由起子）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店

2018年（平成30年）12月8日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［書　籍］　(14)　 

BOOKS

ロ
バ
ー
ト
・
ハ
リ
ス
が
自
ら
の
ル
ー
ツ
を
描
い
た
青
春
小
説
。
医
師
に
よ
る
医
療
ミ
ス

テ
リ
ー
。
日
本
人
は
ど
う
す
れ
ば
自
分
の
資
産
を
守
れ
る
の
か
。
少
女
た
ち
が
城
で
過
ご

し
た
奇
妙
な
夏
。
強
が
ら
な
い
生
き
方
の
す
す
め
。
全
編
叙
述
ト
リ
ッ
ク
の
短
編
集
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

福岡ハカセの知の旅へ

『おへんじください。』

文：山脇恭　絵：小田桐昭

偕成社　2004年

２
０
０
４
年
に
出
版
さ
れ
た

作
品
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
う

古
典
入
り
し
そ
う
な
内
容
の
絵

本
で
す
。
タ
イ
ト
ル
の
『
お
へ

ん
じ
く
だ
さ
い
。
』
で
す
が
、

こ
れ
は
Ｅ
メ
ー
ル

の
お
返
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
手
紙
。

な
ん
か
す
で
に
懐

か
し
い
響
き
で
す

ね
。
て
が
み
。

私
が
最
後
に
手

紙
を
書
い
た
の
は

い
つ
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
10

年
以
上
前
か
な
あ
。
そ
の
「
手

紙
」
が
本
書
の
テ
ー
マ
で
す
。

ね
こ
の
く
ろ
く
ん
は
友
達
の

シ
ャ
ム
ち
ゃ
ん
に
手
紙
を
書
き

ま
す
。
そ
れ
を
見
て
た
友
達
の

と
ら
く
ん
と
一
緒
に
シ
ャ
ム
ち

ゃ
ん
か
ら
返
事
が
来
る
の
を
待

つ
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
大
半
は
そ

の
「
待
つ
」
タ
イ
ム
。

で
、
シ
ャ
ム
ち
ゃ

ん
か
ら
返
事
が
来
て
、

今
度
は
と
ら
く
ん
に

…
と
な
り
ま
す
。

今
は
ま
だ
い
い
で

す
け
ど
、
10
年
後
に

は
、
子
供
た
ち
に
と

っ
て
手
紙
は
絵
本
の
中
だ
け
に

出
て
く
る
物
っ
て
こ
と
に
な
っ

て
た
り
し
て
。

（
竹
永
浩
之
）

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

文藝春秋・刊

福岡 伸一・著

「
そ
ろ
そ
ろ
古
典
化
し
そ
う
な
絵
本
」

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.amazon.com/dp/B079CFJZBV
https://www.hondag.com
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STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
臼
井
治
久
校
長
）
は
11

月
21
日
、
近
隣
の
マ
ニ
ト
ー
小

学
校
を
訪
れ
、
学
校
間
交
流
を

行
っ
た
。

マ
ニ
ト
ー
校
の
児
童
に
よ
る

歌
の
歓
迎
で
開
会
式
が
始
ま

り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
交
流
と

し
て
「
好
き
な
ス
ナ
ッ
ク
は
？
」

な
ど
の
質
問
を
し
合
う
こ
と
で

親
睦
を
深
め
た
。
自
分
で
作
っ

た
折
り
紙
の
こ
ま
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
、
そ
の
カ
ラ
フ
ル
に
回
る

様

子

に

多

く

の

児

童

は

「C
ool!

」
と
反
応
し
、
喜
ん
だ
。
　
　

そ
の
後
は
３
つ
の
場
所
に
別

れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

た
。
感
謝
祭
の
前
日
と
い
う
こ

と
で
関
連
し
た
活
動
を
行
い
、

米
国
の
文
化
に
つ
い
て
も
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
普

段
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｌ
で
学
ん
で
き
た

英
語
を
、
実
際
に
使
え
る
機
会

に
も
な
っ
た
。
閉
会
式
で
は
、

６
年
生
の
代
表
児
童
が
あ
い
さ

つ
を
し
、
５
年
生
は
お
土
産
の

羽
子
板
の
紹
介
を
し
た
。
こ
の

日
の
た
め
に
練
習
し
、
披
露
し

た
羽
子
板
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
に
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

子
供
た
ち
は
三
学
期
で
の
再
会

を
誓
い
、
別
れ
を
惜
し
む
様
子

が
見
ら
れ
た
。

「
笑
顔
で
話
し
か
け
て
く
れ

う
れ
し
か
っ
た
」
「
好
き
な
も

の
が
た
く
さ
ん
聞
け
た
」
「
も

っ
と
も
っ
と
話
し
た
い
」
な
ど

の
声
が
あ
が
り
、
充
実
し
た
交

流
会
と
な
っ
た
。
三
学
期
に
は

自
分
た
ち
の
学
校
へ
招
待
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
か
ら

待
ち
き
れ
な
い
様
子
が
う
か
が

え
た
。

NJ日本人学校

マニトー小学校と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
博
物
館

（
五
番
街
１
２
２
０
番
地
、
１

０
３
丁
目
）
は
現
在
、
ド
ン
・

フ
リ
ー
マ
ン
著
の
テ
デ
ィ
・
ベ

ア
の
絵
本
「
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
」

の
誕
生
か
ら
50
周
年
を
記
念
し

た
特
別
展
「
ア
・
シ
テ
ィ
ー
・

オ
ブ
・
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ：

ド

ン
・
フ
リ
ー
マ
ン
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
」
を
開
催
し
て
い
る
。

デ
パ
ー
ト
の
テ
デ
ィ
・
ベ
ア

が
友
だ
ち
や
失
く
し
た
ボ
タ
ン

を
探
す
同
物
語
を
、
多
く
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち
が
幼
少
期

に
読
ん
で
育
っ
た
。
同
展
で
は
、

コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
の
ス
ケ
ッ
チ
や

油
絵
、
リ
ト
グ
ラ
フ
や
フ
リ
ー

マ
ン
の
ほ
か
の
作
品
な
ど
が
、

子
供
た
ち
が
見
や
す
い
よ
う
に

低
い
位
置
に
展
示
さ
れ
て
い

る
。
無
料
の
オ
ー
デ
ィ
オ
・
ガ

イ
ド
の
音
声
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ハ
ミ
ル
ト
ン
」
で
ト
ニ
ー

賞
を
受
賞
し
、
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ

の
大
フ
ァ
ン
だ
と
い
う
女
優
レ

ネ
イ
・
エ
リ
ー
ス
・
ゴ
ー
ル
ズ

ベ
リ
イ
さ
ん
が
務
め
る
。

１
９
７
８
年
に
死
去
し
た
ド

ン
・
フ
リ
ー
マ
ン
は
、
若
干
20

歳
で
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
か
ら
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
ま
で
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク

を
し
て
横
断
し
、
ア
ー
ト
・
ス

テ
ュ
ー
デ
ン
ツ
・
リ
ー
グ
で
学

ん
だ
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
演
奏

で
生
活
費
を
稼
い
で
い
た
が
、

そ
れ
を
あ
る
日
地
下
鉄
に
置
き

忘
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

新
聞
や
雑
誌
の
イ
ラ
ス
ト
業
に

専
念
す
る
こ
と
に
し
た
と
い

う
。
自
伝
「
カ
モ
ン
、
カ
ム
・

オ
ー
ル
」
（
48
年
著
）
で
フ
リ

ー
マ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

多
様
性
に
触
れ
「
す
べ
て
の
人

が
一
緒
に
住
め
る
街
」
と
称
賛

し
て
い
る
。
同
絵
本
で
は
、
コ

ー
デ
ュ
ロ
イ
の
友
人
の
リ
サ

は
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人

と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

同
展
は
来
年
６
月
23
日
ま
で
。

詳
細
はm

cny
.org

を
参
照
。

ク
マ
の
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
50
歳

Ｎ
Ｙ
市
立
博
物
館
で
特
別
展

ニューヨーカー
幼少期のお友達

「
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
教
育

講
演
会
・
イ
ン
・
Ｎ
Ｙ
」
が
11

月
29
日
午
前
、
マ
マ
ロ
ネ
ッ
ク

に
あ
る
ヴ
ェ
リ
タ
ス
ア
カ
デ
ミ

ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校
で
開
催

さ
れ
た
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー

国
際
部
の
田
畑
康
さ
ん
が
海
外

生
・
帰
国
生
受
験
指
導
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
と
し
て
の
経
験
を
ふ

ま
え
日
本
の
教
育
改
革
と
帰
国

生
受
験
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

ま
た
、
受
験
や
社
会
生
活
で

で
「
武
器
に
な
る
英
語
力
」
の

ヒ
ン
ト
を
提
示
し
た
。
当
日
は

対
象
と
な
る
小
学
１
年
か
ら
中

学
２
年
の
子
供
の
保
護
者
が
大

勢
参
加
し
た
。
英
語
圏
か
ら
の

帰
国
生
が
日
本
国
内
の
受
験
生

に
対
抗
で
き
る
武
器
は
「
英
語

が
流
暢
に
話
せ
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
生
活
体

験
か
ら
得
ら
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ

を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
問

わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
国
内

で
の
机
上
の
勉
強
で
は
太
刀
打

ち
で
き
な
い
世
界
で
あ
る
」
と

田
畑
さ
ん
は
力
説
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
日
本
語
の

「
高
文
脈
文
化
」
を
ど
う
海
外

で
習
得
す
る
か
が
課
題
と
も
語

っ
た
。
日
本
語
に
よ
る
家
庭
教

育
で
日
本
人
と
し
て
の
考
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
鍛

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説

明
。
「
海
外
生
活
の
日
常
は
、

日
本
国
内
で
は
非
日
常
的
な
こ

と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ

い
て
ほ
し
い
」
と
も
語
っ
た
。

２
０
２
１
年
度
入
試
か
ら
セ

ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
り
、
新
た

に
「
大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
」

が
実
施
さ
れ
る
。
ま
た
２
０
２

４
年
度
入
試
は
、
新
指
導
要
領

で
学
習
し
た
高
校
生
が
初
め
て

迎
え
る
入
試
と
な
り
、
そ
れ
に

向
け
て
の
利
用
可
能
な
資
格
や

検
定
試
験
が
発
表
さ
れ
た
。

当
日
は
、
大
学
入
学
者
選
抜

改
革
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

実
施
方
針
、
主
な
英
語
の
資
格
、

検
定
試
験
、
各
試
験
団
体
の
紹

介
、
外
国
語
の
学
習
・
教
授
・

評
価
の
た
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共

通
参
照
枠
の
紹
介
、
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
の
英
語
問
題
解

説
、
早
稲
田
大
学
２
０
２
１
年

度
政
経
学
部
一
般
入
試
改
革
の

内
容
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
早
稲

田
ア
カ
デ
ミ
ー
の
「
英
語
教
育

講
演
会
」
の
冊
子
が
参
加
者
全

員
に
配
布
さ
れ
た
。

当
日
は
、
受
験
の
ノ
ウ
ハ
ウ

で
は
な
く
、
い
か
に
子
供
に
や

る
気
を
持
た
せ
る
か
、
そ
の
動

機
づ
け
に
は
、
親
が
ど
れ
だ
け

多
く
の
受
験
に
関
す
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
と
も
述
べ
た
。
ヴ
ェ
リ
タ
ス

Ｎ
Ｙ
校
（
北
米
責
任
者
）
田
辺

賢
治
さ
ん
と
田
畑
さ
ん
は
元
同

じ
学
習
塾
講
師
仲
間
で
、
数
多

く
の
生
徒
を
日
本
国
内
の
有
名

難
関
校
合
格
に
導
い
て
い
る
ベ

テ
ラ
ン
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

教
え
子
が
、
志
望
校
に
合
格
し
、

卒
業
し
て
現
在
、
科
学
者
、
外

交
官
、
医
師
な
ど
に
な
っ
て
連

絡
を
取
っ
て
来
た
と
い
う
話
を

紹
介
し
な
が
ら
、
「
教
え
子
が

日
本
の
社
会
や
国
際
社
会
に
向

け
て
元
気
に
生
活
し
て
い
る
姿

を
見
る
こ
と
が
講
師
冥
利
に
つ

き
る
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
田
畑
さ
ん
講
演

子
供
を
本
気
に
さ
せ
る

ヴェリタスで

桜
美
林
大
学
校
友
会
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
支
部
が
こ
の
ほ
ど
発
足

し
た
。
現
在
、
日
本
国
外
に
は

８
万
人
の
同
大
卒
業
生
が
い
る

と
い
う
。
同
大
交
友
会
（
小
礒

明
代
表
）
が
先
頃
日
本
国
内
で

発
足
し
た
の
を
期
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
支
部
が
設
立
し
た
。
初
代

支
部
長
は
音
楽
家
の
高
免
信
喜

（
た
か
め
ん
・
の
ぶ
き
）
さ
ん
。

詳
細
や
申
し
込
み
は
「
桜
美
林

大

学

校

友

会

公

式H
P

」

（https://alum
ni.obirin.ac.

jp

）
ま
で
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支

部

の

連

絡

先

は

Ｅ

メ

ー

ル

nobukitakam
en

@
hotm

ail.com

（
高
免
さ
ん
）

桜
美
林
大
校
友
会

Ｎ
Ｙ
支
部
を
発
足

笑
顔
で
交
流
会

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w
w
.n
y
s
e
ik
a
ts
u
.c
o
m

http://starchildny.com
https://satoricollegeplan.blog.fc2.com
http://shidogakuin.com
http://villagewellusa.com
http://www.betteratmath.com
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シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習

校
（
児
童
生
徒
数
３
０
０
名

佐
伯
佳
彦
校
長
）
で
11
月
17
日
、

学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。
週

１
回
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

で
、
子
ど
も
た
ち
と
教
職
員
が

一
体
と
な
る
補
習
校
で
の
学
び

を
活
か
し
た
発
表
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

演
目
は
幼
稚
部
の
ダ
ン
ス

「
し
ろ
く
ま
の
ジ
ェ
ン
カ
」
、
合

奏
「
こ
と
り
の
う
た
・
バ
ス
ご

っ
こ
」
、
劇
「
か
さ
じ
ぞ
う
２

０
１
８
」
、
小
１
の
音
読
・
合

唱
「
く
じ
ら
ぐ
も
・
ビ
リ
ー

ブ
」
、
小
２
の
音
読
劇
・
合
唱

「
お
手
紙
・
カ
エ
ル
の
歌
」
、
小

３
の
音
読
劇
「
た
の
き
ゅ
う
」
、

小
４
の
音
読
・
群
読
「
三
つ
の

お
願
い
・
祭
り
」
、
小
５
の
合

唱
「
花
は
咲
く
」
、
合
奏
「
ソ

ー
ラ
ン
節
」
、
小
６
の
発
表

「
白
山
谷
喜
太
郎
」
と
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
発
表
だ
っ
た
。

小
学
部
６
年
生
の
発
表
で

は
、
１
８
８
７
年
よ
り
シ
ン
シ

ナ
テ
ィ
に
住
み
活
躍
し
た
最
初

の
日
本
人
と
言
わ
れ
る
陶
芸
絵

付
け
師
の
白
山
谷
喜
太
郎
に
つ

い
て
、
彼
の
活
躍
や
美
術
史
を

盛
り
込
ん
だ
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

劇
の
台
本
を
作
り
、
児
童
が
演

じ
た
。

６
年
１
組
担
任
の
末
松
麻
貴

先
生
は
、
「
白
山
氏
は
広
く
知

ら
れ
て
い
な
い
人
物
。
小
さ
な

事
実
の
欠
片
を
拾
い
集
め
そ
の

人
物
像
を
浮
き
彫
り
に
し
、
当

地
の
歴
史
を
探
っ
た
。
６
年
生

に
と
っ
て
は
難
し
い
言
葉
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
が
、
そ
れ

ら
を
暗
記
し
多
く
の
人
に
伝
わ

る
よ
う
に
自
分
の
も
の
に
し
て

発
表
で
き
た
。
児
童
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
、
下
級
生
や
保
護
者
の

心
に
も
届
い
た
と
信
じ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

６
年
２
組
担
任
ス
ナ
イ
ダ
ー

真
寿
美
先
生
は
、
「
授
業
に
支

障
の
な
い
よ
う
に
、
笛
や
台
詞

の
練
習
は
宿
題
で
補
わ
せ
、
短

時
間
で
の
合
同
練
習
に
も
か
か

わ
ら
ず
発
表
会
で
は
立
派
な
演

技
を
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
姿

を
『
さ
す
が
最
上
級
生
』
と
憧

れ
の
眼
差
し
で
見
つ
め
て
い
る

下
級
生
の
顔
が
印
象
的
だ
っ

た
」
と
話
す
。

ま
た
佐
伯
校
長
は
、
「
補
習

校
の
子
ど
も
達
や
保
護
者
に
、

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
は
も
と
よ
り
ア

メ
リ
カ
の
陶
芸
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
白
山
谷
喜
太
郎
氏
の

功
績
を
伝
え
、
こ
の
地
域
や
日

本
文
化
を
愛
す
る
人
に
な
っ
て

欲
し
い
」
と
語
っ
た
。

当
日
は
初
代
校
長
で
あ
る
田

中
欣
二
先
生
も
参
加
し
、
素
晴

ら
し
い
発
表
会
に
花
を
添
え
た

形
と
な
っ
た
。

育英学園の3年生

ハウスフーズ豆腐工場見学

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学
園
長
）
の

全
日
制
小
学
部
３
年
生
17
人
は

11
月
27
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
サ
マ
ー
セ
ッ
ト
に
あ
る
ア

メ
リ
カ
・
ハ
ウ
ス
フ
ー
ズ
社
を

訪
れ
た
。

日
本
人
の
食
卓
に
欠
か
せ
な

い
「
と
う
ふ
」
が
大
豆
か
ら
豆

腐
に
な
り
、
梱
包
さ
れ
る
ま
で

が
見
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
。
豆

腐
や
工
場
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
た
後
、
子
供
た
ち
は
準
備

し
て
い
た
質
問
を
同
社
の
高
野

さ
ん
と
山
本
さ
ん
に
次
々
と
投

げ
か
け
た
。
な
か
で
も
１
日
に

12
万
丁
も
の
豆
腐
を
製
造
す
る

こ
と
を
聞
く
と
、
子
供
た
ち
か

ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。

工
場
で
働
く
人
た
ち
が
お
い
し

く
て
安
全
な
豆
腐
を
消
費
者
に

届
け
る
た
め
に
、
衛
生
面
や
安

全
面
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
し
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

工
場
見
学
後
は
、
サ
プ
ラ
イ

ズ
企
画
の
豆
腐
作
り
体
験
を
行

っ
た
。
し
ぼ
り
た
て
の
豆
乳
に

凝
固
剤
を
混
ぜ
て
10
分
間
経
つ

と
固
ま
り
、
柔
ら
か
い
豆
腐
が

出
来
上
が
っ
た
。
で
き
た
て
の

豆
腐
を
口
に
入
れ
る
と
、
子
供

た
ち
か
ら
は
お
い
し
さ
の
あ
ま

り
感
動
の
声
が
上
が
っ
た
。

今
回
の
工
場
見
学
を
通
し

て
、
工
場
で
働
く
人
た
ち
の
仕

事
や
人
間
と
機
械
の
密
接
な
役

割
分
担
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ

と
の
で
き
た
一
日
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
Ｎ
Ｊ
）
は
11
月
１
日
に

２
０
１
９
年
度
の
募
集
要
項
・

登
録
要
項
を
発
表
し
、
30
日
か

ら
募
集
受
付
を
開
始
し
た
。

募
集
部
門
は
、
全
日
制
Ｎ
Ｊ

キ
ャ
ン
パ
ス
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
、
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
、
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト

ン
）
、
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
、

り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
、
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
の

全
部
門
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

電
話
２
０
１
・
９
４
７
・
４
８

３
２
ま
で
。
体
験
入
園
は
随
時

受
け
付
け
て
い
る
。
詳
細
は
学

園

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.JapaneseSchool.or

g

を
参
照
。

２
０
１
９
年
度
生
募
集

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

ア
メ
リ
カ
ン
・
リ
バ
テ
ィ

ー
・
バ
レ
エ
に
よ
る
「
イ
ン
・

ア
・
ナ
ッ
ト
シ
ェ
ル
」
が
29
日

（
土
）
午
後
８
時
と
30
日
（
日
）

午
後
３
時
と
７
時
の
３
回
、
イ

ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
シ
ア
タ
ー

80
・
セ
ン
ト
マ
ー
ク
ス
（
セ
ン

ト
マ
ー
ク
ス
プ
レ
イ
ス
80
番

地
）
で
上
演
さ
れ
る
。

米
国
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
恒

例
バ
レ
エ
「
く
る
み
割
り
人
形
」

を
、
ク
ラ
ラ
が
現
代
の
お
菓
子

の
街
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
を
旅
す

る
設
定
に
変
え
、
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
の
名
曲
に
の
せ
て
踊

る
。
小
平
紘
子
も
出
演
、
デ
ュ

ー
ド
ロ
ッ
プ
と
ス
ペ
イ
ン
の
パ

ー
ト
を
ソ
ロ
で
踊
る
。

小
平
は
６
歳
か
ら
バ
レ
エ
を

始
め
、
２
０
１
５
年
か
ら
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
中
。

入
場
料
は
大
人

35
ド
ル
、
学
生
・

シ
ニ
ア
25
ド
ル
。

購
入
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.a
m
e
r
i

can
liv
erty

b
al

let.com

か
ら
。

イ
ン
・
ア
・
ナ
ッ
ト
シ
ェ
ル

小
平
紘
子
が
出
演

29
日
と
30
日

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
校
で
押

収
さ
れ
た
凶
器
の
数
が
急
増
し

続
け
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
ほ

ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
（
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
）
が
公
表
し
た
最
新
の
デ

ー
タ
で
分
か
っ
た
。

全
体
的
な
凶
器
の
押
収
数

は
、
２
０
１
５
〜
16
学
年
度
は

２
１
１
９
件
、
17
〜
18
学
年
度

は
２
７
１
８
件
と
増
加
し
、
９

月
５
日
に
始
ま
っ
た
今
学
年
度

で
は
10
月
14
日
ま
で
に
す
で
に

４
９
４
件
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
凶
器
の
中
で
も
特
に
ナ
イ

フ
の
押
収
は
、
校
内
の
刺
殺
事

件
と
し
て
は
過
去
25
年
間
で
初

め
て
１
年
前
に
発
生
し
た
ブ
ロ

ン
ク
ス
の
男
子
学
生
の
刺
殺
事

件
以
来
、
20
％
増
加
し
て
い
る
。

同
市
教
育
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）
の
ミ

ラ
ン
ダ
・
バ
ー
ボ
ッ
ト
広
報
担

当
者
は
「
ど
の
よ
う
な
凶
器
で

あ
っ
て
も
、
決
し
て
学
校
に
持

ち
込
ま
れ
て
は
い
け
な
い
」
と

伝
え
る
と
同
時
に
、
「
13
〜
14

学
年
度
以
降
、
校
内
で
起
き
た

重
大
犯
罪
件
数
は
29
％
と
全
体

的
に
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
公
立
校
の
安

全
性
は
ま
す
ま
す
高
め
ら
れ
て

い
る
」
と
強
調
し
て
い
る
。

学
区
で
の
凶
器
押
収

Ｎ
Ｙ
の
学
校
で
急
増

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校
で
学
習
発
表
会

６
年
生
「
白
山
谷
喜
太
郎
の
人
生
」

補習校での学び生かし

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w
w
.n
y
s
e
ik
a
ts
u
.c
o
m

で
き
た
て
の
豆
腐
の
味
に
感
動

世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活デジタル版」
掲載されたお子さまの作品を、

日本のご家族に読んでいただくのに最適です。

プリントも可能です！！

www.nyseikatsu.com

http://www.gwjs.org
http://www.seido.com
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●

幼
児
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

●

小
学
三
年
・
四
年
の
部

●

小
学
五
年
・
六
年
の
部

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

●

中
学
の
部

小
山
書
道
教
室

●

小
学
一
年
・
二
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

小
山
書
道
教
室

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
32
回
冬
期
課
題
、

第
１
回
目
の
選
考
作
品
18
点
を
発
表
し
ま
す
。

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か
ら
、

年
度
末
に
年
間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出

し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆
記
用
具
セ
ッ

ト
の
賞
品
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

年
間
を
通
し
て
作
品
の
応
募
数
が
一
番
多
か
っ

た
団
体
に
は
、
特
別
団
体
賞
と
し
て
応
募
人
数

分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま
す
。

課
題
の
見
本
と
規
定
用
紙
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w
w
.nyseikatsu.com

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
応
募
要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

第
32
回
冬
期
課
題
選
考
作
品
発
表（
１
）

現
在
発
表
に
な
っ
て
い
る
第

32
回
冬
期
課
題
の
第
２
次
応
募

締
め
切
り
は
１
月
10
日（
木
）
で

す
。
選
考
作
品
の
発
表
は
１
月

19
日
号
と
な
り
ま
す
。
引
き
続

き
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
　

協
賛：

米
国
ゼ
ブ
ラ
社

■
■

■

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

日
曜
寺
子
屋
教
室

学
習
塾
ｅ
ｎ
ａ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

小
山
書
道
教
室

●

高
校
・
一
般
の
部

学
習
塾
ｅ
ｎ
ａ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

日
本
ク
ラ
ブ
子
供
書
写
・
小
山
書
道
教
室

https://www.zebrapen.com/
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原作・岡田光世  漫画・島本真記子

今週の

フレーズ

● 単行本＝研究社より全４巻 www.kenkyusha.co.jp ● 文庫本＝幻冬舎より全５巻 www.gentosha.co.jp

文庫本シリーズ15万部突破！

サブマリン・サンド
（ルイジアナの名物）

poor boy

Ｑ

も
う
す
ぐ
４
歳
に
な
る
娘
に

つ
い
て
の
質
問
で
す
。
現
在
は
徒

歩
圏
内
の
プ
リ
ス
ク
ー
ル
に
通
わ

せ
て
い
る
の
で
す
が
、
友
人
か
ら

「
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
は
幼
児
教
育

に
い
い
」
と
聞
き
ま
し
た
。
興
味

は
あ
り
つ
つ
も
実
際
ど
の
よ
う
な

教
育
方
針
が
と
ら
れ
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
し
、
遠
路
通
学
す
る

価
値
が
あ
る
の
か
決
め
か
ね
て
い

ま
す
。
教
育
の
特
徴
や
長
所
、
注

意
点
な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い
（
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
在
住
、
母
）
。

Ａ

「
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
」

と
は
、
イ
タ
リ
ア
の
医
師
・
教
育

者
で
あ
る
マ
リ
ア
・
モ
ン
テ
ッ
ソ

ー
リ
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
教
育

法
を
指
し
て
い
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
に
は
１
９
１
１
年
に
導
入
さ

れ
、
そ
の
後
一
旦
下
火
に
な
り
ま

し
た
が
、
60
年
に
再
び
ブ
ー
ム
に

火
が
つ
き
ま
し
た
。
現
在
は
幼
児

を
中
心
と
し
て
乳
児
か
ら
就
学
児

を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
施

設
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
は
子
ど

も
の
自
発
性
が
非
常
に
重
ん
じ
ら

れ
ま
す
。
教
室
内
に
は
「
適
度
な
」

自
由
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
幼
児
は
ま
だ
ま
だ
未
発
達
段

階
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
「
完
全
な

る
」
自
由
世
界
で
は
自
分
の
力
だ

け
で
自
発
的
に
何
か
を
学
ん
で
い

く
の
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
少
し
だ
け
手
を
加
え
て
、
子
ど

も
の
自
発
性
の
手
助
け
を
す
る
の

で
す
。
「
月
齢
や
発
達
レ
ベ
ル
に

見
合
っ
た
玩
具
や
活
動
を
用
意

し
、
教
室
内
の
環
境
を
適
度
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
が
各
自
の
知
的
好
奇
心
に
従
い

な
が
ら
自
発
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い
け
る
よ
う

促
す
」
。
こ
れ
が
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー

リ
教
育
の
基
本
的
理
念
で
す
。
ま

た
、
教
室
環
境
を
清
潔
に
保
ち
、

統
一
感
を
持
た
せ
見
た
目
も
す
っ

き
り
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
が
動
き
や

す
い
よ
う
に
家
具
の
配
置
を
考
慮

し
、
活
動
に
見
合
っ
た
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
理
念
に
の
っ

と
っ
た
プ
リ
ス
ク
ー
ル
は
、
２
歳

半
か
３
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の
縦
割

り
編
成
と
な
っ
て
い
る
の
が
一
般

的
で
す
。
１
ク
ラ
ス
20
〜
30
人
の

子
ど
も
に
対
し
、
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー

リ
の
教
員
資
格
を
持
っ
た
教
師
と

ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
つ
き
ま
す
。
教

室
内
に
は
子
ど
も
サ
イ
ズ
の
机
と

椅
子
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
ひ
と

つ
離
れ
て
置
い
て
あ
る
場
合
と
、

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
並
ん

で
い
る
場
合
が
あ
る
よ
う
で
す
。

教
室
内
の
戸
棚
や
本
棚
は
す
べ
て

子
ど
も
の
手
の
届
く
高
さ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
棚
の
中
に
は
子
ど
も

の
発
達
や
興
味
に
見
合
っ
た
教
材

が
き
ち
ん
と
分
類
・
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
に
よ

っ
て
開
発
さ
れ
た
「
教
具
」
と
呼

ば
れ
る
色
と
り
ど
り
の
木
製
玩
具

も
使
用
し
ま
す
。
子
ど
も
は
あ
ら

か
じ
め
用
意
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

オ
プ
シ
ョ
ン
か
ら
、
各
自
の
内
部

的
発
達
要
求
に
従
い
、
自
ら
の
意

思
で
取
り
組
み
た
い
活
動
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
初
は
教
師

が
教
材
の
遊
び
方
や
使
い
方
の
モ

デ
ル
を
示
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
直
接
的
に
子
ど
も
に
教
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
、

あ
く
ま
で
活
動
に
関
わ
る
経
験
の

な
か
で
自
発
的
に
新
し
い
概
念
を

学
ん
で
い
く
の
で
す
。
教
材
に
は

日
常
生
活
に
必
要
な
ス
キ
ル
（
水

を
注
ぐ
、
ス
プ
ー
ン
で
か
き
回
す

な
ど
）
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う

な
も
の
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
感
覚
器
官
に
訴
え
る
教
材
、

読
み
書
き
、
計
算
に
関
す
る
教
材
、

楽
器
、
画
材
な
ど
多
種
多
様
な
教

材
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴

で
す
。

一
つ
注
意
し
た
い
の
は
、
「
モ

ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
」
は
包
括
的
か
つ

記
述
的
な
「
総
称
」
で
あ
り
、
そ

の
名
の
つ
く
学
校
の
実
際
の
教
育

内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
と

い
う
点
で
す
。
マ
リ
ア
・
モ
ン
テ

ッ
ソ
ー
リ
が
１
９
２
９
年
に
設
立

し
た
「
国
際
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
協

会
」(

Ａ
Ｍ
Ｉ
＝A

ssociation
M
ontessori

Internationale

）

が
現
在
で
も
最
大
規
模
の
団
体
と

な
っ
て
お
り
、
世
界
中
で
教
員
養

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
他
ほ

か
に
も
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
理
念
を

掲
げ
る
団
体
は
多
数
存
在
し
、
各

団
体
ご
と
に
教
員
資
格
を
認
定
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

「
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
」
の
名
が

使
わ
れ
て
い
る
か
ら
と
安
易
に
決

め
る
の
で
は
な
く
、
認
可
を
受
け

て
る
団
体
、
教
育
方
針
、
教
員
訓

練
内
容
な
ど
詳
し
く
調
べ
る
の
が

い
い
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
を
開
催
す
る
所
も
多
い
と

思
う
の
で
、
実
際
に
見
学
し
て
み

る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

一
番
大
切
な
の
は
、
お
子
さ
ん
に

合
っ
た
プ
リ
ス
ク
ー
ル
を
選
ぶ
と

い
う
こ
と
で
す
。
個
々
の
性
格
、

発
達
レ
ベ
ル
、
長
所
、
短
所
な
ど

を
考
慮
し
、
柔
軟
な
心
を
広
い
視

野
を
も
っ
て
、
学
校
を
選
ぶ
こ
と

が
賢
明
だ
と
思
い
ま
す
。

●バイリンガルのスピーチセラピー　　

に関する問い合わせ

寺子屋rh

Rieko Hatakeyama, M.S., CCC-SLP

terakoyarh@gmail.com

http://terakoyarh.wixsite.com/home

【解説】poor boy は、フランスパンを横に切って、シーフードや肉などをはさんんだものです。
本場ニューオリンズではoyster （カキ）やshrimp （エビ）、catfish （ナマズ）などのフラ
イを入れます。南部の方言の発音に近いかたちで　po'boy とも書きます。1920年代にストラ
イキ中に路面電車の労働者に配られた時に使われた言葉が語源といわれます。

スピーチ・パソロジスト／言語療法士

（ニューヨーク、マサチューセッツ、ペンシルベニア州）

畠山利恵子相談員（M.S.,CCC-SLP）

プリスクール選び・

モンテッソーリ教育について

例文：　Give me two poor boys.

サブマリン・サンドを２つくれ

https://japaneseschool.org
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わ
た
し
た
ち
は
、
マ
ス
カ
ー

オ
ー
チ
ャ
ー
ズ
に
行
っ
て
、
り

ん
ご
を
と
り
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
り
ん
ご
が
あ
り
ま
し
た
。

と
中
で
り
ん
ご
を
食
べ
ま
し

た
。
そ
の
り
ん
ご
の
し
ゅ
る
い

は
、
レ
ッ
ド
デ
リ
シ
ャ
ス
で
す
。

そ
の
り
ん
ご
は
、
一
ば
ん
そ
だ

つ
の
が
早
い
と
、
の
う
園
の
人

が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

お
昼
ご
は
ん
の
時
に
、
だ
れ

か
さ
ん
の
り
ん
ご
が
ポ
ロ
ッ
と

お
ち
て
、
そ
の
り
ん
ご
を
ア
リ

が
食
べ
て
、
そ
の
あ
と
に
ハ
チ

が
食
べ
て
、
そ
の
り
ん
ご
を
だ

れ
か
さ
ん
が
歩
い
て
い
る
時
に
、

け
と
ば
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

り
ん
ご
と
い
っ
し
ょ
に
ハ
チ
も

こ
ろ
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

れ
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

ハ
チ
が
こ
ろ
が
る
な
ん
て
、
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
、
家
ぞ
く
み
ん

な
で
り
ん
ご
を
食
べ
ま
し
た
。

す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
行
き
た
い
で
す
。

（
滞
米
３
年
２
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

運
動
会
の
時
、
一
番
心
に
残

っ
た
の
は
、
わ
た
し
が
や
っ
た

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ボ
ー
ル
の
係
の

仕
事
で
し
た
。
学
校
で
運
動
会

の
係
を
決
め
る
時
、
わ
た
し
は

去
年
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
実
は
、
去
年
、
係
を
や
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
最

後
の
か
た
づ
け
を
忘
れ
て
し
ま

い
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

だ
か
ら
今
年
は
、
係
を
や
る
気

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

四
年
生
は
、
一
、
二
年
生
の
ジ

ャ
イ
ア
ン
ト
ボ
ー
ル
の
係
な
の

で
、
楽
し
そ
う
だ
と
思
い
、
も

う
一
回
や
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
決
ま
っ
て
か
ら
、
ま
た
失

敗
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
、

と
て
も
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

や
っ
と
運
動
会
、
本
番
で
す
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ボ
ー
ル
の
係
が

集
め
ら
れ
て
、
と
て
も
き
ん
ち

ょ
う
し
て
、
わ
た
し
の
足
が
ふ

る
え
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に

き
ん
ち
ょ
う
し
た
の
は
、
初
め

て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
時
、

や
ら
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
で
も
、
ま
わ
り
に

い
る
友
達
は
、
へ
い
き
そ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。
ド
キ
ド
キ
し

て
い
る
の
は
、
わ
た
し
だ
け
だ

と
思
う
と
、
よ
け
い
弱
気
に
な

り
ま
し
た
。
一
年
生
が
走
っ
て

く
る
と
、
も
っ
と
ド
キ
ド
キ
し

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
そ
ん
な

気
持
ち
を
知
ら
れ
た
く
な
い
の

で
、
顔
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
し
た
。
一
人
の
男
の
子

が
走
っ
て
く
る
と
、
そ
の
男
の

子
が
、
ボ
ー
ル
を
わ
た
し
に
投

げ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
頭
の

中
が
真
っ
白
に
な
っ
た
け
ど
、

ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
男

の
子
に
投
げ
ま
し
た
。
そ
れ
を

く
り
返
し
な
が
ら
早
く
終
わ
る

の
を
い
の
っ
て
い
ま
し
た
。

終
わ
っ
た
ら
、
と
て
も
か
ん

た
ん
だ
っ
た
ん
だ
と
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
ん
な
ビ
ク
ビ
ク
や
ド

キ
ド
キ
は
、
な
ん
の
意
味
も
な

か
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

今
度
か
ら
は
、
自
信
を
も
っ
て
、

係
の
仕
事
を
や
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

（
滞
米
２
年
５
か
月
）

わ
た
し
は
、
本
を
少
し
読
ん

だ
後
、
「
こ
の
後
は
、
ク
リ
ス

ト
フ
は
ど
ん
な
生
活
を
す
る
の

か
な
。
」
と
、
思
い
ま
し
た
。

と
言
う
の
も
、
ク
リ
ス
ト
フ
は

は
だ
の
色
が
ほ
か
の
子
と
ち
が

っ
て
、
黒
い
の
で
、
い
じ
め
ら

れ
な
い
か
心
配
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
じ
っ
さ
い
、
ク
リ
ス
ト
フ

は
、
ジ
ェ
レ
ミ
ー
た
ち
に
か
げ

口
を
た
た
か
れ
た
り
、
き
ゅ
う

食
で
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
を
ク
リ

ス
ト
フ
が
食
べ
る
時
に
、
「
こ

れ
も
食
っ
て
み
ろ
よ
、
大
好
物

な
ん
だ
ろ
？
」
と
、
ス
パ
ゲ
ッ

テ
ィ
ー
に
に
た
み
み
ず
の
し
が

い
を
ク
リ
ス
ト
フ
の
お
皿
に
の

せ
て
わ
ら
い
者
に
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
い
じ
め
は
ひ

ど
い
し
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
い
じ

め
に
た
い
し
て
、
ク
リ
ス
ト
フ

が
た
た
か
う
す
が
た
を
見
て
、

ほ
こ
ら
し
い
し
、
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。
ジ
ェ
レ
ミ
ー
た
ち

は
、
ク
リ
ス
ト
フ
が
た
た
か
っ

た
け
っ
か
、
ク
リ
ス
ト
フ
を
い

じ
め
な
く
な
り
ま
し
た
。
わ
た

し
は
こ
れ
を
読
ん
で
、
な
ん
ど

も
い
じ
め
ら
れ
た
時
は
、
た
た

か
う
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま

し
た
。
物
語
の
中
に
は
せ
ん
そ

う
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
せ
ん

そ
う
の
た
め
に
弟
の
マ
シ
ュ
ー

が
じ
ゅ
う
に
う
た
れ
て
、
な
く

な
り
ま
し
た
。
ク
リ
ス
ト
フ
の

お
父
さ
ん
は
へ
い
た
い
に
つ
れ

て
い
か
れ
て
し
ま
い
、
な
ん
と

か
に
げ
出
し
て
き
ま
し
た
が
、

か
た
ほ
う
の
足
が
悪
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
ク
リ
ス
ト

フ
も
じ
ゅ
う
で
や
け
ど
を
し
ま

し
た
。
わ
た
し
は
せ
ん
そ
う
が

お
き
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
相

手
の
国
の
人
た
ち
を
い
じ
め
た

り
、
こ
ろ
し
た
り
し
な
い
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
こ
ま
っ
て
い
る
国
が
あ

っ
た
ら
食
り
ょ
う
を
あ
げ
る
こ

と
に
き
ょ
う
り
ょ
く
し
た
り
、

服
を
作
る
の
を
て
つ
だ
っ
た
り

す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
わ
た
し
は
こ
の
本
を
読
ん

で
、
ク
リ
ス
ト
フ
の
よ
う
な
け

い
け
ん
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が

こ
の
よ
う
な
え
ん
じ
ょ
で
少
し

で
も
な
く
な
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。

こ
の
本
の
題
名
は
、
「
お
話

き
か
せ
て
ク
リ
ス
ト
フ
」
と
、

言
い
ま
す
。
せ
ん
そ
う
の
話
を

き
い
た
先
生
が
、
「
そ
の
話
、

ほ
か
の
ク
ラ
ス
に
き
か
せ
て
み

た
ら
？
」
と
、
言
っ
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ク

リ
ス
ト
フ
は
自
分
が
た
い
け
ん

し
た
せ
ん
そ
う
の
話
を
た
く
さ

ん
の
人
の
前
で
話
し
ま
し
た
。

ク
リ
ス
ト
フ
の
り
ょ
う
し
ん
も

き
き
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。
つ

ら
い
せ
ん
そ
う
で
弟
の
マ
シ
ュ

ー
が
し
ん
で
し
ま
っ
た
け
れ

ど
、
ク
リ
ス
ト
フ
に
は
新
し
い

家
族
が
で
き
ま
し
た
。
妹
が
う

ま
れ
た
の
で
す
。
わ
た
し
は
ク

リ
ス
ト
フ
の
こ
と
を
思
う
と
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
と
ク
リ
ス

ト
フ
の
家
族
が
い
じ
め
も
な

く
、
へ
い
わ
に
く
ら
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。（

滞
米
７
年
）

あ
な
た
に
大
切
な
大
事
な
人

は
い
ま
せ
ん
か
。
わ
た
し
は
、

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
た
と
え
ば

家
族
、
友
達
や
先
生
が
い
ま
す
。

シ
ェ
リ
ゾ
ー
ダ
と
い
う
友
達

は
、
い
つ
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。

四
年
生
の
始
め
の
日
に
、
わ
た

し
は
一
人
で
絵
を
書
い
て
い
ま

し
た
。
み
ん
な
グ
ル
ー
プ
が
作

ら
れ
て
い
て
、
わ
た
し
は
一
人

だ
っ
た
で
す
が
、
シ
ェ
リ
ゾ
ー

ダ
は
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
と
声

を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
友
達
に
な
り
ま
し
た
。
シ

ェ
リ
ゾ
ー
ダ
の
性
格
は
、
い
つ

も
明
る
く
優
し
い
で
す
。
わ
た

し
が
、
シ
ェ
リ
ゾ
ー
ダ
の
好
き

な
と
こ
ろ
は
、
彼
女
が
お
こ
っ

て
い
る
時
で
も
人
の
気
持
ち
を

考
え
て
く
れ
ま
す
。
い
や
だ
な

と
思
う
と
こ
ろ
は
、
い
つ
も
わ

た
し
の
本
や
え
ん
ぴ
つ
を
ふ
ざ

け
て
か
く
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
わ
た
し
と
同
じ
と
こ
ろ

は
、
は
ず
か
し
が
り
や
な
と
こ

ろ
で
す
。
大
切
な
彼
女
に
あ
げ

た
い
こ
と
、
言
い
た
い
こ
と
は
、

「
い
つ
も
優
し
く
て
あ
り
が
と

う
。
」
「
わ
た
し
が
日
本
に
帰
っ

て
も
優
し
い
女
の
子
で
い
て

ね
」
。

（
滞
米
４
年
）

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には

全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリ

カ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限

ります。●文字数＝1000字（400字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長2000字まで。●写真を

必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、保護者名、Eメールアドレスを明記のこと。

●郵送先：NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.　Attn : Sakubun

71 West 47th Street #307, New York, NY 10036

主催:ニューヨーク生活プレス社　後援:全日本空輸株式会社

「
『
お
話
き
か
せ
て
ク
リ
ス

ト
フ
』
を
読
ん
で
」

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
キ
ッ
ズ
国
際
学
園
小
３

森
　
夏
輝

「運動会の係」
中部テネシー日本語補習校小４

佐々木　結美

これまで作文掲載者には掲載紙を１部郵送していましたが、2018年10月よ

り郵送を中止させて頂きます。本紙デジタル版よりPDFをダウンロードし

て頂くようお願い致します。学校単位で応募、掲載された方は学校に郵送

された掲載紙を学校担当者よりお受け取り下さい。別途、掲載紙をご希望

の方は郵送料負担にて個別郵送致しますので編集部までご連絡下さい。

（記載学年は応募時のものです）

■児童生徒作文のページ■

「
大
切
な
大
事
な
人
」

駿
台
ミ
シ
ガ
ン
国
際
学
院
小
５

梅
田
　
唯
桜

七
月
二
十
日
に
、
子
犬
を
か

い
は
じ
め
ま
し
た
。
名
前
は
チ

ャ
ー
リ
ー
で
す
。
犬
の
し
ゅ
る

い
は
、
ラ
ブ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
で
す
。

色
は
、
こ
げ
ち
ゃ
い
ろ
と
白
で

す
。
う
ま
れ
て
か
ら
十
週
間
し

か
た
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

車
で
、
十
時
間
か
け
て
、
お

と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
と
ジ

ョ
ー
ジ
ア
し
ゅ
う
に
子
犬
を
う

け
と
り
に
行
き
ま
し
た
。

チ
ャ
ー
リ
ー
の
お
た
ん
生
日

は
、
五
月
十
一
日
で
、
わ
た
し

の
お
た
ん
生
日
は
、
五
月
十
三

日
だ
か
ら
、
同
じ
日
に
お
い
わ

い
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
チ
ャ
ー
リ
ー
は
す
ご
く
か

わ
い
い
け
れ
ど
、
た
ま
に
き
ょ

う
ぼ
う
で
す
。

子
犬
を
か
え
て
す
ご
く
う
れ

し
い
で
す
。（

滞
米
８
年
７
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

「子犬のチャーリー」
ピッツバーグ日本語補習授業校小２

稲田　明莉

「おもしろいハチ」
ニューヨーク育英学園全日制小２

はら　ひまり

http://www.fly-ana.com/
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The first New York solo exhibi-
tion of painter Hiroko Nakakita under
the title “Blooming” (the subtitle being
“Inside World Seen From Outside”)
was displayed from November 27 to
December 1 at Gallery Max New York
in SoHo. The opening reception hosted
a busy gathering of about 50 people,
including Japanese and American
artists who had been invited.

In the world, there are geomet-
ric forms that humans attempt to create
with precision and random ones that
nature creates. The same applies to
human society. Humans essentially
desire to live a random life from
instinct. But as they get rational, they
change to living things that cannot
walk forward properly in the world
without strict thinking. In her exhibi-
tion filled with such thoughts, Nakakita
exhibits her work that she produced at
an atelier in California with a motif of
flowers and chandeliers in which she
expressed the strength of feelings that
she expects to coexist in human hearts.

“I have only exhibited my work at
white wall galleries called white cubes.
This time in New York, however, I

hung my work on brick walls. How dif-
ferent the same work looks! I felt that
New York offers a fresh, new environ-
ment where anyone expresses them-
selves beyond existing concepts. It is
also really stimulating as many people
came and appreciated my work,” she
commented. Nakakita majored in paint-
ing in the Fine Arts Department at the
Tokyo University of the Arts Graduate
School and obtained a Master of Fine
Arts in Oil Painting. She is currently
active in Japan and California.
(Article and Photo by Ryoichi
Miura/Translated by Kunio Shimura)

On 34th Street in front of
Macy’s, a man cuts people’s hair on
the street. The man’s name is Yusuke
Mori. His career as a hairdresser has
spanned ten years, and he has three
years of experience abroad. In July of
this year, he began a business in Japan
that sends aspiring hairdressers abroad
so that they can gain experience.
Mori’s goal is to “create an environ-
ment in which Japan’s hairdressers
can find international success in a
society that is becoming more and
more global.”

Mori also came to New York
to do street haircuts three years ago.
At that time, his dream was to work as
a hairdresser in Manhattan. “There’s a
certain charm to New York. It’s a
place filled with opportunity,”
remarked Mori after he began his
street haircuts. During this visit, he cut
the hair of around 400 people. There
are many different races of people in
New York and these people differ by
their hair types and desired hairstyles,
but Mori was able to use his skills to

appeal to a diverse population.
Once he went back to Japan,

Mori used his experiences abroad to han-
dle more foreign customers. There has
been a recent influx of tourists and
immigrants coming to Japan, but Mori
believes Japanese hairdressers lack the
skills needed to cut the hair of foreign-
ers, whose hair types and hairstyles dif-
fer from Japanese people.

This time around his recent visit
to New York was more short-term, but
by doing free street haircuts again, Mori
was able to advertise himself and his

business in a large, international loca-
tion. For his study-abroad business, he
has also begun partnering with many
beauty salons around the world.

With this latest visit, Mori was
able to connect with many of New

York’s famous salons, and he reiterat-
ed his desire to create an environment
in which Japanese hairdressers can
succeed internationally. “If there is a
beauty salon in New York who would
be willing to accept Japanese interns
so that they can gain experience, I
would love it if they contacted me,”
said Mori. To get in touch regarding
Japanese hairdressing internships,
please send Mori an email to
info@ysk-international.com. (Article
and Photo by Ryoichi
Miura/Translated by Yudai Kaneda)

On November 29, the unveiling ceremony of the sculpture monument
Tenkei (meaning “revelation”) made with stainless steel by New York-based artist
Masaaki Noda (pictured, right) was held at the YHRP Museum in Hiroshima
University Hospital. The name of the museum comes from the Japanese words for
tranquility, peace, rehabilitation and Poland. Noda’s artwork (pictured, left) shaped
like angel wings draws inspiration from heaven and love. The university’s former
principal Yasuo Harada built this museum and donated 1,300 artworks which he
acquired from art collectors. The building has a spiral-shaped corridor which is quite
similar in structure to the Guggenheim Museum. Noda was born in
Fukuyama, Hiroshima; there are 10 artworks which were made by
him around Fukuyama Station. Noda said, “I made this sculpture to
think about peace and wanted it to be suitable for the atmosphere of
the hospital.” (Ryoichi Miura/Translated by Chikako Iwasaki)

THE JAPAN VOICE is the English Edition of SHUKAN NY SEIKATSU
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC., 71 W 47 St, Suite 307, New York, NY 10036 USA

Editor in Chief: Ryoichi Miura, Associate Editor:Ashley Matarama, Editor: Kaoru Komi
Advertise Here! Contact  212-213-6069 info@nyseikatsu.com

Masaaki Noda

Hiroko Nakakita

Mori cutting hair at Herald Square 

“Inside World Seen From
Outside”

Hiroko Nakakita 
Painting Exhibition at
Gallery Max in SoHo

Hairdresser 
Yusuke Mori

Cuts Hair on the
Streets of

Manhattan

Hiroshima University Hospital Opens Museum 
Featuring the Work of New York-Based Artist Masaaki Noda

https://www.yomiuri-info.jp/daily_yomiuri/nys/
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NADESIKO ACTION    Japanese Women for Justice and Peace       http://nadesiko-action.org

●Focusing on historical issues from the overseas point of view in 23 chapters

Have you visited Okinawa? I went to
Okinawa in October and enjoyed scuba diving.  I
have dived in many places in the South Pacific,
Asia and Micronesia. I believe Okinawa has one
of the most beautiful water and coral reefs among
all the world-famous diving sites. It was a day
after the typhoon had just passed. But fortunately,
the water was very clear, and I had a chance to
meet a pretty sea turtle.

I had another thing to do in Okinawa. I
attended a meeting and made a presentation titled
“the United Nations and fabricated Sex Slaves.”
I talked about a serious problem that Okinawa is
facing because of some UN human rights commit-
tees’ recommendations.

Which country does Okinawa belong to?
Okinawa is a part of Japan. What is the nationality

of Okinawans? Undoubtedly, they are Japanese.
However, some UN human rights committees
repeatedly make recommendations that the gov-
ernment of Japan should recognize Okinawans as
indigenous people. The committee’s understand-
ing is that Okinawans are not Japanese but indige-
nous people whose rights are violated and lost
their language and culture.

The word “indigenous people” reminds us of
Indians, Aborigines of Australia, Maori of New
Zealand, etc. How about “ Okinawa”  or
“Ryukyu”? Okinawans never think they are
indigenous people. The majority of Japanese does-
n’ t believe so either. Okinawans are born
Japanese, educated in the Japanese language, and
live as Japanese citizens. There has never been a
discussion in the National Diet or in the Okinawa
councils that Okinawans are indigenous and have
no human rights.

Then why do the UN human rights commit-
tees make such recommendations of Okinawans as
indigenous people? Because for more than ten
years, some Japanese NGOs and activists have
been sending their opinions to the committees,
saying “Okinawans, are the indigenous people.
They are suppressed and forced to lose their own
culture, language and rights of education.” And
the members of the committees believe their

claims without any verifications.
In the 1990’s, a Japanese man claimed many

times at the UN that comfort women are sex
slaves. At that time, most Japanese did not notice
what was happening in the UN and no one denied
it. As a result, “the comfort women as sex slaves”
story is firmly believed in the UN and it has
spread throughout the world. And now we have
“the comfort women as sex slaves” monuments
erected in the U.S.

While most Okinawans do not know this, the
“Okinawans as indigenous people” story may
spread from the UN throughout the world. In other
words, the world may believe “Okinawa originally
does not belong to Japan.” Okinawa has been a
critical strategic location and it is very important
to national security. Which country will benefit
from this?

In the future, there may be “the Indigenous
Okinawan memorial” erected in the U.S. or there
may be “Indigenous Okinawan” in dictionaries or
school text books. It is not a joke. Who could have
ever imagined there are so many “comfort women
as sex slaves” monuments outside of Japan now?

I explained the risk at the meeting in Okinawa
and asked the audience to speak out, “we are not
indigenous people. We are Japanese. Okinawa
belongs to Japan. We demand the UN human

rights committees to retract the recommenda-
tions.” If we do not speak out, even lies become
the truth in international community.

At the end of the Pacific War, Okinawa was
a battleground. Almost 100,000 civilians lost their
lives. After the war, Okinawa had been governed
by the U.S. for 27 years. Okinawans strongly
wished to return to Japan. In 1972 their “Return to
Japan Movement” finally came true. Okinawa
together with the beautiful water and coral reefs
returned to Japan.

When you have a chance to visit Okinawa,
please enjoy one of the most beautiful and rich
waters in the world. Just snorkeling would be fun.
I recommend Ishigaki-jima Island where you can
encounter the manta rays!

Comfort Women are Sex Slaves, and Okinawans are Indigenous People? 

(Yumiko Yamamoto, president of the grassroots
civil group “Nadesiko Action,” also known as
“Japanese Women for Justice and Peace.”)

http://nadesiko-action.org/
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18
世
紀
初
頭
、
グ
レ
ー
ト
ブ

リ
テ
ン
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
君

主
だ
っ
た
ア
ン
女
王
と
彼
女
を

取
り
巻
く
お
気
に
入
り
た
ち
の

物
語
。
「
ロ
ブ
ス
タ
ー
」
（
２
０

１

５

年

）
「K

illin
g
of
a

Sacred
D
eer

」
（
聖
な
る
鹿
殺

し
、
17
年
）
な
ど
ギ
リ
シ
ャ
の

鬼
才
と
言
わ
れ
る
ヨ
ル
ゴ
ス
・

ラ
ン
テ
ィ
モ
ス
監
督
の
新
作
だ
。

も
と
も
と
虚
弱
だ
っ
た
ア
ン
女

王
は
晩
年
、
肥
満
が
た
た
り
、

歩
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
時

期
が
あ
っ
た
。
そ
の
フ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
も
手
伝
っ
て
か
、

わ
が
ま
ま
放
題
で
大
事
な
国
政

に
も
身
が
入
ら
な
い
。
自
分
の

気
持
ち
を
引
き
上
げ
て
く
れ
る

者
を
お
の
ず
と
重
用
す
る
よ
う

に
な
る
。
つ
ま
り
は
女
王
の
寵

愛
を
得
る
者
は
国
政
を
も
動
か

す
こ
と
の
で
き
る
権
力
者
に
な

れ
る
、
と
い
う
わ
け
で
、
い
た

る
と
こ
ろ
に
笑
い
を
散
り
ば
め

な
が
ら
悲
劇
を
コ
ミ
カ
ル
に
描

く
い
わ
ば
悲
喜
劇
の
ジ
ャ
ン
ル
。

「
ラ
・
ラ
・
ラ
ン
ド
」（
16
年
）

の
エ
マ
・
ス
ト
ー
ン
、
「T

he
Constant

G
ardener

」
（
ナ
イ

ロ
ビ
の
蜂
、
05
年
）
の
レ
イ
チ

ェ
ル
・
ワ
イ
ズ
と
両
ア
カ
デ
ミ

ー
賞
女
優
が
火
花
を
散
ら
す
演

技
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
気
分

屋
で
独
善
的
な
ア
ン
女
王
に
扮

す
る
オ
リ
ヴ
ィ
ア
・
コ
ー
ル
マ

ン

（
H
y
de

P
ark

on
H
udson

＝
私
が
愛
し
た
大
統

領
、
12
年
）
も
圧
巻
の
演
技
で

観
客
を
魅
了
す
る
。
今
年
の
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
国
際
映
画
祭
で
作

品
は
審
査
員
大
賞
「
銀
獅
子
賞
」、

コ
ー
ル
マ
ン
は
「
女
優
賞
」
を

受
賞
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
植
民
地
を
め
ぐ

り
フ
ラ
ン
ス
と
戦
争
中
だ
が
王

族
、
貴
族
は
ど
こ
吹
く
風
で
い

つ
も
通
り
の
優
雅
で
華
や
か
な

生
活
だ
。
ア
ン
女
王
に
と
っ
て

幼
馴
染
で
あ
り
侯
爵
夫
人
の
サ

ラ
（
ワ
イ
ズ
）
は
親
身
に
な
っ

て
く
れ
る
話
相
手
で
あ
り
、
時

に
は
国
政
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
ま
で
受
け
る
信
頼
者
で
、

当
然
サ
ラ
は
政
治
的
権
限
を
も

持
つ
よ
う
に
な
る
。

一
方
、
生
家
の
没
落
で
貴
族

の
身
分
を
失
っ
た
ア
ビ
ゲ
イ
ル

（
ス
ト
ー
ン
）
は
従
妹
の
サ
ラ
を

頼
っ
て
宮
廷
内
で
召
使
い
と
し

て
働
き
始
め
る
。
良
く
気
が
付

き
明
る
い
ア
ビ
ゲ
イ
ル
を
サ
ラ

は
気
に
入
り
目
を
か
け
る
が
、

ア
ビ
ゲ
イ
ル
は
ア
ン
女
王
に
直

接
取
り
入
る
よ
う
に
な
る
。
危

機
感
を
感
じ
た
サ
ラ
は
ア
ビ
ゲ

イ
ル
を
女
王
か
ら
遠
ざ
け
よ
う

と
す
る
が
ア
ビ
ゲ
イ
ル
は
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
な
ん
と
し

て
で
も
貴
族
に
返
り
咲
こ
う
と

画
策
す
る
。
サ
ラ
と
ア
ビ
ゲ
イ

ル
の
確
執
の
う
ら
で
ア
ン
女
王

の
孤
独
は
一
層
深
ま
っ
て
い
く
。

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
候
補
間
違
い
な

し
の
作
品
だ
。
２
時
間
。
Ｒ
。

（
明
）

寵
愛
は
権
力
な
り

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■

AMC Loews Lincoln Square 13
1998 Broadway

Regal Union Square Stadium

14
850 Broadway

Cinepolis Chelsea
260 W. 23rd St.

The Favourite

アン王女（コールマン、右）はサラ（ワイズ、左）に絶大の信頼をよせるが

Photo : Yorgos Lanthim
os/Twentieth Century Fox Film

 Corporation

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
版
画
家
と
日
本
の
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
プ
リ
ン
ト
６
人
展
「
プ
リ
ン
ツ
・
オ

ン
ブ
ロ
」
が
、
22
日
（
土
）
ま
で
ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
マ
ッ
ク
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
５
５

２
番
地
４
階
ブ
ザ
ー
＃
９
、
ス
ペ
ー
ス
Ⅱ
）
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
銅
版
、
リ
ト
グ
ラ
フ
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
な

ど
に
よ
る
繊
細
な
質
感
と
遠
近
法
の
妙
技
、
デ
ジ
タ
ル
生

成
に
よ
る
立
体
的
文
様
の
無
限
大
表
現
は
、
新
旧
の
プ
リ

ン
ト
技
法
が
織
り
な
す
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
真
骨
頂
。

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
河
合
敦
子
、

松
田
常
葉
、
渡
嘉
敷
亨
、
ヴ
ァ
シ
リ
ナ
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
出

身
）
、
日
本
か
ら
太
田
晶
、
境
谷
慎
吾
。
　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
火
〜
土
曜
の
午
前
11
時
か
ら

午
後
６
時
。
日
・
月
は
休
廊
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
15
日

（
土
）
午
後
３
時
か
ら
６
時
ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルinfo@
gallerym

axny.com

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トgallerym

axny.com

を
参
照
。

プ
リ
ン
ツ
・
オ
ン
ブ
ロ
６
人
展
開
幕ギャラリーMAX SOHOで22日まで

ヴ
ァ
シ
リ
ナ

松
田
常
葉

河
合
敦
子

太
田
晶

境
谷
慎
吾

渡
嘉
敷
亨

http://iwaokadental.com
http://www.easeny.com/
http://myriverside.net/home
http://www.ojfd.com
https://www.parkavesinusallergy.com
http://www.foxsearchlight.com/thefavourite/


ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
日
本
文
化

紹
介
事
業
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｊ
コ
ラ
ボ
（
代
表：

佐
賀

関
等
）
は
６
日
（
木
）
か
ら
18

日
（
火
）
ま
で
、
会
員
作
家
に

よ
る
年
次
ア
ー
ト
グ
ル
ー
プ
展

を
開
催
す
る
。
16
日
（
日
）
午

後
３
時
か
ら
５
時
ま
で
、
参
加

作
家
た
ち
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
展
示
作
品
を
作
家
と
歓
談

し
な
が
ら
鑑
賞
で
き
る
「
シ
ョ

ー
ケ
ー
ス
」
が
開
催
さ
れ
る
。

ま
た
、
同
日
午
後
５
時
か
ら
７

時
ま
で
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
が
あ
り
、
Ｊ
コ
ラ
ボ
・

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
シ

ー
賞
２
人
、
Ｊ
コ
ラ
ボ
・
東
京

個
展
賞
１
人
が
発
表
さ
れ
る
。

５
時
か
ら
無
料
パ
ー
テ
ィ
ー

16
日
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
は
、
ゲ
ス
ト
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ビ
ン
ゴ
大
会

な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な

る
よ
う
に
と
、
主
催
者
は
企
画

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年

ま
で
と
異
な
り
、
無
料
で
誰
で

も
参
加
で
き
る
。

合
同
展
は
入
場
無
料
。
開
場

時
間
は
毎
日
午
後
１
時
か
ら
７

時
ま
で
。
住
所
は
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
パ
ー
ク
ス
ロ
ー
プ
、
７

番
通
り
３
０
０
番
地
（
地
下
鉄

Ｆ
、
Ｇ
、
Ｒ
で
４
番
街
９
通
り

駅
下
車
徒
歩
５
分
）
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.j-collabo.org

参
照
。
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EVENT
■ブロードウェー・アンダー・ザ・ス
ターズ＝10日まで　17:00 Time Warner
Center (2nd Floor Shops at Columbus
Circle) Tel: 212-823-6300　入場無料
ブロードウェーの人気ショーのハイラ
イトを披露する。12月10日はミーン・
ガールズ、ウィキッドなど。詳細は
www.theshopsatcolumbuscircle.com
■第17回ホリデー・トレインショー＝
2019年2月3日まで　NY Transit Museum
Gal lery Annex and Store at Grand
Central 入場無料　ニューヨークの街
と列車をミニチュア化したトレインシ
ョー。精密に製作されたニューヨーク
の各名所のジオラマを展示。
詳細はwww.nycgo.com/events
■アイススケート・リンク＝冬季期間
中開催、料金は施設によって異なる
☆World's Fair Ice Skating Rink（Flushing
Meadows Corona Park, Queens）Tel:718-
271-1996 ☆Rink at Rockefeller Center

（50th St. 5th Ave)Tel:212-664-3700
www.rockefellercenter.com ☆Wollman
Rink（Central Park on 63rd St）Tel: 212-
439-6900　☆Lasker Rink, Central Park

（107th St）Tel:212-534-7639　☆Staten
Island War Memorial Ice Skating Rink

（Victory Blvd.,Staten Island）Tel:718-
720-1010 ☆Kat Wollman Rink（East Dr,
Prospect Park, Brooklyn) Tel:718-282-
7789 詳細は4つのリンク共通www.nyc-
govparks.org

MUSIC
■2018年〜2019年カーネギーホール・
コンサート＝16日まで　時間、料金は
ア ー テ ィ ス ト に よ っ て 異 な る
Carnegie Hall (881 7th Ave) Tel: 212-
247-7800　クラシック、オペラ、リサ
イタル、ポピュラーな軽音楽やジャズ
まど多彩な音楽を紹介する。出演：8日
セント・セシリア・コーラス・オブ・
ニューヨーク／9日アンナ・ネトレプ
コ／10日アンディ・クーニー・クリス
マス・セレブレーション／13日アイリ
ッシュ・クリスマス／14日オーケスト
ラ・ナウ／15日ナイト・オブ・インス
ピレーション／16日ウィーン少年合唱
団　詳細はwww.carnegiehall.orgr
■ニューヨーク・フィルのフィルム・
シリーズ・コンサート＝20、21日　時
間と内容は日によって異なる　David
Geffen Hall (10 Lincoln Center Plaza)
Tel:212- 875-5818  料金:＄30〜＄160
映画音楽を主題にしたシリーズ。大型
スクリーンに映し出された映画のシー
ンと共にニューヨークフィルの演奏を
楽しむコンサート。最終回となる12月
の映画は「ホーム・アローン」。
詳細はwww.nyphil.org
■ブルーノート＝2019年1月6日まで
開演時間20:00、22:30　料金はアーティ
ストによって異なる　Blue Note（131
W. 3rd St）Tel:212-475-8592　出演：〜
9日アルトゥール・サンドバル／10日〜
2019年1月6日クリス・ボッティ
詳細はwww.bluenote.net
■バージ・ミュージック・コンサー
ト＝通年で週3日公演　金〜日曜夜　時
間と料金はアーティストによって異な
る　Barge Music（Fulton Ferry Landing
Brooklyn）Tel: 718-624-208　船を音楽
ホールに利用した水上に浮かぶ音楽堂。
無料公演もある。
詳細はwww.bargemusic.org
■メトロポリタン・オペラ2018年〜
2019年シーズン＝2019年５月11日まで
公演は日曜を除く毎日　時間は公演に
よって異なる　Metropol itan Opera
House (Lincoln Center) Tel: 212-362-
6000 料金：＄30〜＄480　今シーズン
から音楽監督に指揮者ヤニック・ネ
ゼ＝セガンを抜擢。新演出作品はサ
ン・サーンスの「サムソンとデリラ」
現代作曲家ニコ・マーリーの「マーニ
ー」、ベルディ作「椿姫」、チレア作の

「アドリアナ・ルクブルール」。レパー
トリー作品は「オテロ」「リゴレット」

「ドン・ジョバンニ」、「トスカ」「アイ
ーダ」、「魔笛」や「ペレアスとメリザ
ンド」など。詳細はwww.metopera.org

DANCE&THEATER
■ニューヨーク・シティー・バレエ
「くるみ割り人形」＝30日まで　月曜以
外の毎日公演。時間は曜日によって異
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www.nyseikatsu.comで
動画がご覧になれます

www.youtube.com/user/NYSEIKATSUTV1●過去の動画は

■ インターネットに接
続し、デジタル版のア
ドレスwww.nyseikat-
su.comで開いた最初の
扉ページのテレビ画面
をクリックすると動画
ニュースをYouTubeで
ご覧になれます。

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
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で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

378

学
生
街
の
喫
茶
店

ガ
ロ

YouTubeで聴く

週刊NY生活TV

2018年12月８日号

❶ 日本トルコ友好公演 
カーネギーホールで

続
で
１
位
を
獲
得
。
73
年
の

年
間
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
で
第

３
位
を
記
録
、
同
年
を
代
表

す
る
ヒ
ッ
ト
・
ソ
ン
グ
の
ひ

と
つ
と
な
っ
た
。
累
計
売
上

は
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
を
記
録
。

なる　David Koch Theater（20 Lincoln
Center）Tel:212-870-5570 入場料: $45〜
$300 バランシン版くるみ割り人形。ホ
リデー気分を盛り上げるおもちゃの兵隊
やお菓子の国、各国の民族ダンス、雪の
結晶の繊細なダンスなど、夢のあるおと
ぎの世界へいざなう家族みんなで楽しめ
る舞台。　
詳細はwww.nycballet.com
■アルビン・エイリー・アメリカン・ダ
ンスシアター＝30日まで公演時間は曜日
によって異なる　New York City Center
(130 W 56th St）Tel: 212-581-1212　入
場料：＄29〜＄159　創立60周年を祝う
今年は4つの初演・新演出作品を上演。
エレガントでソウルフルな味付けと、意
欲作の集まった公演。
詳細はwww.alvinailey.org
■第41回ビッグアップル・サーカス公
演＝2019年1月2７日まで　時間は曜日に
よって異なる　Damrosch Park (62nd St
bet Columbus & Amsterdam Ave)
Tel :212-257-2330　 入 場 料 ： ＄ 29〜
＄175　若いリングマスターのもと、猛
獣は登場しないが仔馬や犬などが愛嬌あ
る演技を披露する。アクロバットやピエ
ロなど、スリルと笑いがあふれるショー。
詳細はwww.bigapplecircus.com

ART
■目に見えない海特別展＝2019年1月6日
まで　American Museum of Natuaral
History（200　Central Park West）
Tel： 212-769-5100　 入 場 料 ： ＄ 23

（大人）、＄18（学生・シニア）＄13（２
歳〜12歳）海洋生態系の特別展。海洋探
査の最新情報や技術で表層の70％が海に
覆われた海洋惑星である地球の神秘にと
どまらず、科学的な解明を紹介する。
詳細はwww.amnh.org/
■江戸絵画自然の詩展／フィシュビー
ン・ベンダー・コレクション＝2019年1
月21日まで　Metropolitan Museum of Art
(1000 Fifth Ave) Tel :212-535-7710 入場
料：＄25（大人）、＄17（シニア）、＄12

（学生）、12歳未満無料　NY州在住者と
NJ・CT州在住学生は任意料金。南画、
文人画、琳派など諸流派が競った時代の、
自然をモチーフにした絵画や陶磁器など
を展示。　詳細はwww.metmuseum.org
■アンディ・ウォーホル回顧展＝2019年
3月 31日 ま で 　 Whitney Museum of
American Art (99 Gansevoort St) Tel:
212-570-3600 入場料：＄25（大人）、
＄18（学生・シニア）18歳未満無料　60
年代ポップアートの代名詞、生誕90年を
記念する大回顧展。約350点を展示。キ
ャンベルスープやコカコーラなどに代表
される米国の工業的商業的繁栄をアート
化 し た 代 表 作 が 並 ぶ 。 詳 細 は
https://whitney.org
■ヒルマ・アフ・クリント／未来への絵
画＝2019年４月23日まで　Guggenheim
Museum (1071 Fifth Ave) Tel:212-423-
3500　入場料：＄25（大人）、＄18（学
生・シニア）12歳未満無料　20世紀初め
に活動したスウェーデン出身の具象画家
の回顧展。モンドリアンやカンディンス
キーよりもいち早く抽象画に目覚めたそ
の感性の先見性に新鮮な透明感を見出せ
る。詳細はwww.guggenheim.org

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ
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w
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w
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e
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a
ts

u
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o
m

ガ
ロ
の
３
枚
目
の
シ

ン
グ
ル
。
１
９
７
２
年

発
売
。
翌
年
１
月
末
に

ガ
ロ
が
テ
レ
ビ
出
演
し

た
こ
と
で
ヒ
ッ
ト
の
勢

い
が
つ
い
た
。
最
ヒ
ッ

ト
は
73
年
の
春
で
、
オ

リ
コ
ン
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー

ト
で
は
２
月
19
日
か
ら

４
月
２
日
ま
で
７
週
連

マ
ン
ボ
を
踊
る
時
に
は
い
た

の
が
細
い
ズ
ボ
ン
。
裾
口
は
７

イ
ン
チ
（
当
時
、
洋
服
の
寸
法

表
示
は
メ
ー
ト
ル
で
は
な
く
イ

ン
チ
だ
っ
た
）。

細
い
ズ
ボ
ン
は
劇
的
に
カ
ッ

コ
よ
く
見
え
た
。
も
の
ま
ね
大

好
き
だ
っ
た
わ
た
し
は
、
早
速

近
所
の
お
直
し
の
店
へ
学
ラ
ン

の
ズ
ボ
ン
を
持
ち
込
み
、

裾
口
を
つ
め
て
も
ら
っ

た
。
７
イ
ン
チ
と
い
う

と
約
17
・
５
セ
ン
チ
、
か
な
り

細
い
。

そ
の
頃
（
１
９
５
５
年
ご

ろ
）
、
ト
ッ
プ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

だ
っ
た
「
マ
ン
ボ
・
ス
タ
イ
ル
」

ま
た
は
「
マ
ン
ボ
・
ル
ッ
ク
」

を
解
説
す
る
。
ズ
ボ
ン
は
７
イ

ン
チ
、
色
は
黒
。
細
い
サ
ス
ペ

ン
ダ
ー
で
吊
る
し
て
は
い
た
。

シ
ャ
ツ
は
白
、

「
ロ
ー
ル
・
カ

ラ
ー
」
と
呼

ん
で
い
た
大

き
く
、
高
い

襟
腰
で
な
け

れ
ば
仲
間
に

入
れ
な
か
っ

た
。
爪
先
の

と
が
っ
た
黒

靴
で
、
靴
下

は
赤
。
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
は
グ
リ

ー
ス
こ
て
こ
て
の
リ
ー
ゼ
ン
ト

が
マ
ン
ボ
・
ル
ッ
ク
。

い
ま
、
あ
の
頃
の
マ
ン
ボ
・

ズ
ボ
ン
を
見
た
ら
吹
き
出
す
だ

ろ
う
。
裾
口
が
細
い
だ
け
で
、

ウ
エ
ス
ト
は
ツ
ウ
タ
ッ
ク
で
ぶ

か
ぶ
か
。
と
っ
く
り
を
逆
さ
に

し
た
よ
う
な
珍
妙
な
シ
ル
エ
ッ

ト
だ
っ
た
。（
お
わ
り
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

250：マンボ・スタイルとは

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

Ｊ
コ
ラ
ボ
で
合
同
展

16
日
に
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

S
n
o
w

 in
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n
h
a
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d
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m
b
re
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a
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ヴ
ァ
イ
ブ
ラ
ム
・
ソ
ー
ル
と

呼
ば
れ
る
、
ゴ
ム
製
の
登
山
靴

用
ソ
ー
ル
と
し
て
１
９
３
７
年

に
誕
生
し
た
靴
底
。
雪
道
や
氷

の
上
で
の
グ
リ
ッ
プ
が
良
く
、

ス
リ
ッ
プ
や
転
倒
を
防
い
で
く

れ
る
心
強
い
味
方
で
あ
る
の
で

す
。
冬
場
の
凍
っ
た
雪
道
で
の

ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
転
倒
は
、
骨

折
の
危
険
も
あ
っ
て
本
当
に
危

険
で
す
。

ヴ
ァ
イ
ブ
ラ
ム
はV

ibram

と
綴
り
ま
す
が
、
日
本
で
は
ビ

ブ
ラ
ム
と
称
さ
れ
、
「

あ
、
ビ

ブ
ラ
ム
な
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ヴ
ァ
イ
ブ
ラ

ム
社
は
イ
タ
リ
ア
の
企
業
で
、

社

名

は

創

業

者V
itale

B
ram

an
i

ヴ
ィ
タ
ル
・
ブ
ラ

マ
ー
ニ
の
名
を
短
く
し
た
も
の

で
す
。

実
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
歴
史

的
に
ゴ
ム
の
木
は
な
く
、
従
っ

て
天
然
ゴ
ム
は
な
く
、
19
世
紀

末
ま
で
の
登
山
靴
は
底
に
至
る

ま
で
革
製
で
、
水
の
浸
入
を
防

ぐ
た
め
作
り
が
大
変
重
く
な

り
、
ま
た
ス
リ
ッ
プ
を
防
ぐ
工

夫
に
つ
い
て
も
、
鉄
な
ど
金
属

を
中
心
と
し
た
も
の
と
な
ら
ざ

る
を
え
ず
、
そ
の
た
め
靴
自
体

の
重
さ
と
靴
底
の
氷
結
に
よ
る

ス
リ
ッ
プ
が
避
け
に
く
い
こ
と

も
あ
っ
て
か
決
し
て
一
般
向
け

と
は
言
え
な
か
っ
た
の
で
し

た
。19

世
紀
後
半
に
英
国
が
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
ゴ
ム
の
木
の
種
子
を

密
輸
、
英
国
内
で
ゴ
ム
の
栽
培

に
成
功
し
、
当
時
の
ア
ジ
ア
植

民
地
政
策
下
、
ゴ
ム
の
木
は
セ

イ
ロ
ン
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
に
移

植
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
ド
イ

ツ
は
英
国
と
対
立
し
て
お
り
、

20
世
紀
初
め
に
化
学
染
料
、
合

成
ゴ
ム
な
ど
軍
需
品
へ
の
貢
献

を
期
待
し
て
一
挙
に
技
術
革
新

を
進
め
た
の
で
し
た
。
そ
し
て

１
９
０
９
年
、
ド
イ
ツ
に
お
い

て
合
成
ゴ
ム
は
創
ら
れ
ま
し

た
。ヴ

ァ
イ
ブ
ラ
ム
の
ソ
ー
ル

は
、
底
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
ト

レ
ッ
ド
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
語
で

戦
車
を
意
味
す
る
、
カ
ッ
ロ
ア

ル
マ
ー
ト
な
ど
と
呼
ば
れ
、
ア

メ
リ
カ
で
も
タ
ン
ク
ソ
ー
ル
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
近
年
、
外
見
は
そ
れ
ほ
ど

ゴ
ツ
く
見
え
な
い
タ
イ
プ
も
あ

り
、
ぜ
ひ
女
性
の
皆
さ
ん
も
安

全
、
そ
し
て
冬
の
オ
シ
ャ
レ
の

た
め
に
御
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

と
。
そ
れ
で
は
ま
た
。
    

け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ
レ

ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表
を
経

て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
カ

ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム
テ
ー
ラ

ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士
服
に
関

す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。
１
９
５

９
年
生
ま
れ
。

冬
の
足
元
に
強
い
味
方

イ
ケ
メ
ン
男
子

服
飾
Ｑ
＆
Ａ

イラスト・桑原節63

ケン 青木

多
摩
美
術
大
学
の
同
窓
生
と

そ
の
仲
間
た
ち
に
よ
る
展
覧
会

「
L

ov
e, 

F
am

ily
an

d
F

rien
d

s

」
展
が
今
月
19
日

（
水
）
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
総
領
事
館
18
階
広
報
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
パ
ー
ク
街
２
９
９
番

地
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区
在
住
と
日
本

在
住
の
同
大
同
窓
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
13
人
と
そ
の
仲
間
５
人
に
よ

る
合
同
展
で
、
絵
画
と
映
像
で

開
催
中
。
同
展
を
主
催
す
る
多

摩
美
術
大
学
校
友
会
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
ク
ラ
ブ
は
今
年
で
15
周
年

を
迎
え
、
現
在
会
員
が
１
０
０

人
を
超
え
る
規
模
と
な
っ
て
い

る
。
開
館
時
間
は
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
。
週
末
は
休

館
。
入
館
す
る
た
め
の
身
分
証

明
書
の
提
示
が
必
要
。
詳
細
は

w
w

w
.tam

abiny.com

ノスタルジック列車

毎週日曜に運行

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
都
市
交

通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
の
「
ホ
リ
デ

ー
・
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
・
ラ
イ

ド
」
が
、
今
年
も
感
謝
祭
か
ら

年
末
ま
で
の
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
交

通
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る

１
９
３
２
年
か
ら
77
年
ま
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
で
活
躍

し
た
Ｒ
Ｉ
９
型
ビ
ン
テ
ー
ジ
車

両
が
、
車
内
の
座
席
、
扇
風
機

な
ど
の
内
装
や
広
告
も
当
時
の

ま
ま
に
、
時
お
り
汽
笛
を
鳴
ら

し
な
が
ら
１
日
４
往
復
す
る
。

今
年
の
ル
ー
ト
は
ロ
ー
ワ
ー
イ

ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
Ｆ
線
セ
カ
ン

ド
ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅
を
出
発
し

（
午
前
10
時
、
正
午
、
午
後
２

時
と
４
時
）
、
47
—
50
丁
目
ロ

ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
駅
か

ら
は
Ｂ
・
Ｄ
線
に
乗
り
59
丁
目

コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
駅
へ
、

そ
こ
か
ら
Ａ
線
と
同
様
に
１
２

５
丁
目
ハ
ー
レ
ム
駅
ま
で
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
走
行
す
る
。
乗
客

の
な
か
に
は
レ
ト
ロ
な
メ
イ
ク

と
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
て
乗
り

こ
む
同
イ
ベ
ン
ト
フ
ァ
ン
も
多

く
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
で
優
雅

な
風
情
が
楽
し
め
る
。
ま
た
、

ビ
ン
テ
ー
ジ
バ
ス
は
21
日
（
金
）

ま
で
の
平
日
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
、
42
丁
目
を
東
西

に
運
行
す
る
ル
ー
ト
（
Ｍ
42
）

に
50
〜
60
年
代
に
活
躍
し
た
４

車
種
が
登
場
す
る
。
土
日
運
休
。

ど
ち
ら
も
乗
車
運
賃
は
通
常
と

同
様
（
２
ド
ル
75
セ
ン
ト
）
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.n

y
tran

sitm
u

se-
um

.org/

を
参
照
。

多摩美大同窓生と

その仲間たち展

NY総領事館広報センターで

https://kashiyama1927.com/
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